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問
い
合
わ
せ
工
数
削
減
と

Ｃ
Ｓ
向
上
が
狙
い

Ｄ
‐
Ｔ
Ｍ
Ｓ
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が

作
成
す
る
配
送
計
画
に
お
け
る
予
定

時
間
情
報
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
車
両
の

位
置
情
報
を
ダ
イ
キ
ン
の
営
業
部
門

と
電
子
的
に
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
。

一
般
的
な
配
送
管
理
シ
ス
テ
ム
が
配

送
業
務
上
の
「
車
両
管
理
」
に
主
眼

が
置
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｄ
‐

Ｔ
Ｍ
Ｓ
で
は
ダ
イ
キ
ン
の
営
業
部

門
、
さ
ら
に
は
そ
の
先
の
顧
客
と
情

報
基
盤
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
「
問

い
合
わ
せ
工
数
の
削
減
」
や
「
Ｃ
Ｓ

（
顧
客
満
足
度
）
向
上
」
を
目
指
し

て
い
る
。

同
シ
ス
テ
ム
で
は
配
送
計
画
や
配

車
は
自
動
化
す
る
も
の
の
、
当
日
の

状
況
に
応
じ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
に

よ
る
柔
軟
な
変
更
が
可
能
。
ダ
イ
キ

ン
が
ド
ラ
イ
バ
ー
に
貸
与
し
た
Ｇ
Ｐ

Ｓ
機
能
付
き
の
ス
マ
ホ
の
画
面
に
は

当
日
の
配
送
先
と
配
送
予
定
時
間
の

ほ
か
、
配
送
先
で
の
注
意
事
項
も
表

示
。
ダ
イ
キ
ン
の
営
業
部
門
は
、
前

日
時
点
の
配
送
予
定
、
ド
ラ
イ
バ
ー

情
報
、
配
送
当
日
の
予
定
時
間
と
配

送
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
照
会
。

物
流
部
門
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
位
置

情
報
も
地
図
上
で
把
握
で
き
る
。

２
０
１
８

年
３
月
に
ま

ず
東
日
本
で

導
入
し
、
同

５
月
か
ら
全

国
展
開
。
現

在
、
首
都
圏

で
の
カ
バ
ー

率
は
７
割
を

超
え
て
い

る
。
運
用

後
、
営
業
部

門
へ
の
配
送

情
報
の
“
見

え
る
化
”
が

進
み
、
物
流

部
門
へ
の
問

い
合
わ
せ
件

数
が
大
幅
に

減
少
。
営
業

部
門
は
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
即
答

が
で
き
る
た
め
、
顧
客
か
ら
は
「
回

答
待
ち
の
ス
ト
レ
ス
が
な
く
な
っ

た
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

従
来
手
作
業
で
立
案
し
て
い
た
配
送

計
画
が
自
動
化
さ
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
負
荷
軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。

顧
客
自
身
が
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ホ
で
閲
覧
可
能
に

４
月
１
日
か
ら
は
、
販
売
店
・
荷

受
人
向
け
に
「
配
送
お
問
い
合
わ
せ

サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
。
具
体
的
に

は
、
配
送
ご
と
に
発
行
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ

ＦＯＣＵＳ

統
合
配
送
管
理
シ
ス
テ
ム
で
新
サ
ー
ビ
ス

ダ
イ
キ
ン
　
 顧
客
の
商
流
全
体
の
工
数
削
減
に
貢
献

ダ
イ
キ
ン
工
業
（
本
社
・
大
阪
市
北
区
、
十
河
政
則
社
長
）
で
は
、

「
ダ
イ
キ
ン
統
合
配
送
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
‐
Ｔ
Ｍ
Ｓ
）
」
の
機
能
を

拡
充
し
た
。
顧
客
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
注
文
内

容
や
配
送
情
報
を
直
接
閲
覧
で
き
る
新
サ
ー
ビ
ス
を
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
対
策
と
し
て
政
府
が
推
奨
し

て
い
る
テ
レ
ワ
ー
ク
下
で
も
有
効
に
利
用
で
き
る
。
顧
客
の
商
流
が
多

段
階
に
わ
た
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
間
で
発
生
し
て
い
た
問
い
合
わ
せ

や
回
答
、
伝
達
が
不
要
に
な
る
た
め
、
商
流
全
体
の
工
数
削
減
に
つ
な

が
る
。

スマホやパソコンで配送情報を検索可能



国
土
交
通
省
は
21
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
基
づ
く
外
出
自

粛
要
請
に
よ
り
タ
ク
シ
ー
利
用
者
が

激
減
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
全
国

の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
時
限
的
に
貨

物
配
送
を
行
え
る
道
路
運
送
法
の
特

例
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
希
望
す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は

運
輸
局
・
運
輸
支
局
に
申
請
し
、
許

可
を
受
け
れ
ば
５
月
13
日
ま
で
有
償

で
の
貨
物
運
送
が
認
め
ら
れ
る
。22
日

か
ら
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
、早
け

れ
ば
２
日
程
度
で
許
可
さ
れ
る
。

特
例
の
対
象
は
法
人
と
個
人
の
タ

ク
シ
ー
事
業
者
で
、
運
輸
局
・
運
輸

支
局
へ
の
申
請
と
許
可
が
必
要
。
運

送
料
金
は
荷
主
と
タ
ク
シ
ー
事
業
者

が
個
別
交
渉
で
決
め
る
。

同
省
自
動
車
局
貨
物
課
に
よ
る
と

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
緊

急
事
態
宣
言
に
基
づ
く
特
例
措
置
で

あ
り
、
実
施
期
間
は
同
宣
言
の
期
限

に
あ
た
る
５
月
６
日
に
１
週
間
の
猶

予
を
加
え
て
13
日
ま
で
と
し
た
」
と

説
明
。
緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
さ
れ

れ
ば
実
施
期
間
を
延
長
す
る
可
能
性

も
あ
る
。

緊
急
事
態
宣
言
に
基
づ
く
都
道
府

県
の
自
粛
要
請
を
受
け
、
自
宅
で
の

飲
食
機
会
が
大
幅
に
増
え
、
そ
れ
に

伴
い
飲
食
宅

配
代
行
サ
ー

ビ
ス
を
使
っ

た
飲
食
デ
リ

バ
リ
ー
の
利

用
者
が
急

増
。
ま
た
、

地
方
で
は
、

タ
ク
シ
ー
事

業
者
が
顔
な

じ
み
の
飲
食

店
か
ら
の
宅

配
を
依
頼
さ

れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
と
い

う
。
タ
ク
シ

ー
事
業
者
は

飲
食
物
の
宅

配
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
む
こ
と
で
、
コ

ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
急
激
に
落
ち
込
ん

だ
売
り
上
げ
を
補
い
た
い
意
図
も
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
国
交
省
で
は
特
例

措
置
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

許
可
基
準
も
定
め
た
。
貨
物
輸
送

は
店
内
で
の
飲
食
の
提
供
を
自
粛
し

て
い
る
飲
食
店
な
ど
か
ら
運
送
の
委

託
を
受
け
た
飲
料
や
食
料
に
限
っ
て

許
可
す
る
。
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
に
よ

る
運
送
が
適
切
な
場
合
は
許
可
を
行

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
か
、
ま
た
は
Ｗ

ｅ
ｂ
上
の
問
い
合
わ
せ
画
面
に
直
接

入
力
す
る
こ
と
で
、
注
文
内
容
の
事

前
確
認
や
到
着
予
定
時
刻
等
の
配
送

情
報
の
閲
覧
が
可
能
。
到
着
時
刻
を

は
じ
め
配
送
に
関
し
て
ダ
イ
キ
ン
に

都
度
問
い
合
わ
せ
す
る
顧
客
の
負
担

を
減
ら
せ
る
見
込
み
で
、
空
調
の
ト

ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
Ｐ
Ｒ
を
進
め

て
い
く
。

今
後
は
、
よ
り
多
く
の
顧
客
が
同

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
シ
ス

テ
ム
運
用
の
カ
バ
ー
率
拡
大
が
課
題

と
な
る
。
「
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
持

つ
特
積
み
会
社
や
共
配
会
社
で
は
、

Ｄ
‐
Ｔ
Ｍ
Ｓ
と
連
携
さ
せ
る
た
め
に

別
途
シ
ス
テ
ム
開
発
が
必
要
で
、
工

数
や
費
用
面
で
負
荷
が
か
か
っ
て
し

ま
う
。
カ
バ
ー
率
を
上
げ
る
た
め

に
、
各
社
共
通
で
利
用
可
能
な
情
報

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
や
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
な
ど
、
業
界
を
挙
げ
た
シ

ス
テ
ム
化
に
期
待
し
た
い
」
（
物
流

本
部
）
と
し
て
い
る
。
　
　
　
■
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配送情報の“見える化”が進展

タ
ク
シ
ー
の
貨
物
輸
送
を
期
間
限
定
許
可

デ
リ
バ
リ
ー
需
要
急
増
、
５
月
中
旬
ま
で
特
例
措
置

国交省
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わ
な
い
。
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
旅
客

の
運
送
が
本
務
で
あ
る
た
め
、
旅
客

需
要
が
増
加
し
た
場
合
は
、
有
償
貨

物
運
送
を
中
止
し
、
旅
客
運
送
に
注

力
す
る
よ
う
促
す
。

ま
た
、
貨
物
輸
送
を
行
う
際
は
旅

客
と
貨
物
を
同
時
に
運
送
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
貨
物
運
送
中
は
車
体

の
前
面
に
「
貨
物
」
と
表
示
し
た
表

示
板
を
掲
示
す
る
。
貨
物
運
送
中
に

旅
客
か
ら
乗
車
の
申
し
出
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
運
転
者
は
営
業
所
に
連

絡
し
、
配
車
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

道
路
運
送
法
は
タ
ク
シ
ー
、
バ
ス

な
ど
旅
客
自
動
車
運
送
に
つ
い
て
定

め
て
お
り
、
貨
物
の
有
償
輸
送
は
貨

物
事
業
者
の
利
害
を
損
な
わ
ず
、
公

共
の
福
祉
を
増
進
さ
せ
る
場
合
に
限

っ
て
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
た
特
例
と
し
た
。

な
お
、
２
０
１
８
年
に
出
さ
れ
た

政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
の
第
３

次
答
申
で
は
、
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
一

定
範
囲
の
貨
物
輸
送
を
認
め
る
よ
う

提
言
し
て
い
る
が
、
現
在
、
国
交
省

で
は
「
社
会
通
念
上
貨
物
運
送
行

為
」
と
認
め
ら
れ
る
運
送
業
務
に
つ

い
て
は
原
則
認
め
て
い
な
い
。
■

運
輸
労
連
（
難
波
淳
介
中
央
執
行

委
員
長
）
と
交
通
労
連
（
園
田
龍
一

中
央
執
行
委
員
長
）
は
共
同
で
17

日
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
坂
本

克
己
会
長
）
に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
要

請
を
行
っ
た
。
マ
ス
ク
・
消
毒
液
な

ど
の
優
先
的
供
給
や
食
品
輸
送
で
の

待
機
時
間
解
消
の
必
要
性
を
指
摘
。

与
党
な
ら
び
に
行
政
、
経
済
団
体
な

ど
に
対
し
支
援
要
請
を
図
る
よ
う
求

め
た
。

厳
し
い
環
境
下
で
人
材
不
足
が

加
速
す
る
恐
れ
も

運
輸
労
連
の
難
波
委
員
長
と
交
通

労
連
の
佐
々
木
弘
臣
書
記
長
が
全
ト

協
の
桝
野
龍
二
理
事
長
に
要
請
書
を

手
渡
し
た
。

両
団
体
を
代
表
し
、
難
波
氏
は

「
国
民
生
活
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
ト
ラ

ッ
ク
の
仲
間
は
、
こ
の
厳
し
い
環
境

下
で
頑
張
っ
て
い
る
が
、
ド
ラ
イ
バ

ー
自
身
は
も
と
よ
り
家
族
へ
の
２
次

感
染
な
ど
健
康
面
に
お
け
る
不
安
か

ら
退
職
を
考
え
る
者
も
出
て
き
て
お

り
、
人
手
不
足
が
加
速
す
る
恐
れ
も

あ
る
」
と
危
機
感
を
露
わ
に
し
、

「
ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
ト

ラ
ッ
ク
運
送
従
事
者
の
健
康
と
雇
用

を
守
る
こ
と
を
第
一
に
、
さ
ら
に
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
止
め
ず
、
物
流
崩

壊
に
よ
る
経
済
と
国
民
生
活
の
破
綻

を
惹
起
さ
せ
な
い
た
め
に
も
要
請
す

る
」
と
強
調
。

こ
れ
を
受
け
、
全
ト
協
の
桝
野
理

事
長
は
「
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
が

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
出
て
き
て

お
り
、
現
場
の
従
事
者
に
対
す
る
リ

ス
ペ
ク
ト
に
欠
け
た
事
案
も
見
ら
れ

る
」
と
し
、
「
厳
し
い
環
境
下
で
頑

張
っ
て
い
る
事
業
者
の
後
押
し
に
な

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
く
」

と
表
明
し
た
。

10
割
補
償
や

支
給
限
度
日
数
の
延
長
を

要
請
で
は
マ
ス
ク
・
消
毒
液
な
ど

衛
生
用
品
に
つ
い
て
備
蓄
が
乏
し
い

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
業
界
へ
の
優
先
的
供
給
を
図
る

と
と
も
に
、
一
部
で
ド
ラ
イ
バ
ー
が

差
別
的
扱
い
や
誹
謗
中
傷
を
受
け
る

ケ
ー
ス
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
厳
し
い
状
況
下
で
も
「
物
流
を

止
め
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
使
命

感
に
よ
り
輸
送
業
務
を
担
う
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
の
荷
主
や
国
民
の
理
解
を
求

め
た
。

感
染
収
束
後
の
離
職
者
の
増
加
や

企
業
倒
産
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
り

組
み
と
し
て
、
雇
用
調
整
助
成
金
の

給
付
条
件
緩
和
や
給
付
率
ア
ッ
プ
な

ど
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
措
置
に
加

え
、
コ
ロ
ナ
対
策
野
党
連
絡
協
議
会

全
ト
協
に
コ
ロ
ナ
対
応
で
緊
急
要
請

食
品
の
大
量
発
注
、
荷
待
ち
時
間
解
消
を

運
輸
労
連
／
交
通
労
連（左から）佐々木書記長、難波委員長、桝野理事長



が
掲
げ
る
10
割
補
償
や
支
給
限
度
日

数
の
延
長
が
な
さ
れ
る
よ
う
関
係
各

所
へ
の
要
請
を
求
め
た
。

食
品
輸
送
、
通
常
時
の

発
注
体
制
堅
持
へ
働
き
か
け

食
品
輸
送
に
つ
い
て
、
ス
ー
パ
ー

や
小
売
店
で
の
大
量
発
注
に
伴
い
、

製
造
現
場
で
は
商
品
の
増
産
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
荷
種
に
よ
っ
て

は
輸
送
量
が
通
常
の
５
割
増
し
か
ら

３
倍
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
指
定
時

間
に
集
荷
に
行
っ
て
も
出
荷
製
品
が

そ
ろ
っ
て
お
ら
ず
、
荷
待
ち
時
間
が

発
生
す
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。
大

量
に
納
品
さ
れ
た
商
品
に
よ
り
荷
降

ろ
し
場
所
の
確
保
も
ま
ま
な
ら
な
い

た
め
の
待
機
も
発
生
し
て
い
る
と
報

告
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
過
労
が
重
な

り
、
改
善
基
準
告
示
の
遵
守
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
行
政
と
連
携

し
、
経
済
団
体
・
小
売
業
界
に
対
し

て
通
常
時
の
発
注
体
制
を
堅
持
す
る

よ
う
働
き
か
け
る
よ
う
訴
え
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
へ
の

対
応
で
は
、
企
業
内
に
感
染
者
が
発

生
し
た
際
の
、
事
業
所
の
消
毒
作
業

の
内
容
や
依
頼
先
、
事
業
所
閉
鎖
期

間
対
処
法
な
ど
感
染
者
発
生
時
の
対

応
に
か
か
る
事
前
の
情
報
提
供
を
要

望
。併

せ
て
、
輸
送
量
の
減
少
に
よ
る

企
業
業
績
悪
化
が
進
み
、
物
流
の
崩

壊
も
懸
念
さ
れ
る
状
況
で
の
従
業
員

の
雇
用
維
持
の
た
め
、
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
が
落
ち
着
く
ま
で
、
限
定
的

に
各
種
税
の
減
免
や
高
速
道
路
料
金

の
割
引
が
行
わ
れ
る
よ
う
関
係
省

庁
・
機
関
に
要
請
を
行
う
よ
う
求
め

た
。

■
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厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ
ど
、
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
坂
本
克
己
会

長
）
に
対
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
し
な
が
ら
事

業
継
続
を
図
る
た
め
に
必
要
と
な
る

予
防
対
策
と
従
業
員
の
健
康
管
理
の

強
化
を
要
請
し
た
。

具
体
的
に
は
、
人
同
士
の
接
触
を

な
る
べ
く
減
ら
す
た
め
、
交
代
勤
務

や
時
差
出
勤
を
導
入
す
る
と
と
も

に
、
出
張
に
よ
る
移
動
を
減
ら
す
た

め
テ
レ
ビ
会
議
の
活
用
を
推
奨
。
ま

た
、
社
内
で
も
換
気
を
徹
底
し
、
対

人
距
離
を
適
切
に
保
つ
な
ど
「
３
つ

の
密
」
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
が

発
生
し
な
い
よ
う
指
導
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
へ
の
支
援
で

は
、
同
省
が
策
定
し
た
「
テ
レ
ワ
ー

ク
に
お
け
る
適
切
な
労
務
管
理
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
活
用
や
同
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
テ
レ
ワ
ー
ク

に
取
り
組
む
中
小
企
業
へ
の
助
成
金

制
度
の
活
用
を
提
言
し
た
。

従
業
員
に
感
染
者
が
出
る
な
ど
従

業
員
を
休
業
さ
せ
る
場
合
は
、
労
使

が
よ
く
話
し
合
い
、
労
働
者
の
不
利

益
が
生
じ
な
い
よ
う
努
め
る
よ
う
要

請
。
労
働
者
を
休
業
さ
せ
、
休
業
手

当
を
支
払
っ
た
場
合
、
雇
用
調
整
助

成
金
の
対
象
に
な
り
得
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
労
働
者
を
安
心
し
て
休
ま
せ

る
こ
と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
呼

び
か
け
た
。
雇
用
調
整
助
成
金
に
つ

い
て
は
緊
急
対
応
期
間
中
の
解
雇
を

行
わ
な
い
企
業
に
対
し
、
助
成
率
を

引
き
上
げ
、
非
正
規
労
働
者
も
対
象

と
す
る
な
ど
制
度
を
拡
充
し
た
こ
と

を
明
確
化
し
た
。

職
場
で
の
感
染
防
止
で
は
、
十
分

な
換
気
の
徹
底
や
手
洗
い
の
励
行
な

ど
感
染
予
防
の
基
本
的
知
識
を
含
め

た
労
働
衛
生
教
育
を
は
じ
め
、
労
働

衛
生
管
理
体
制
の
再
確
認
、
日
々
の

体
調
管
理
な
ど
健
康
管
理
の
取
り
組

み
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
た
。
■

ト
ラ
ッ
ク
事
業
継
続
へ
 感
染
対
策
を
要
請

テ
レ
ワ
ー
ク
や
雇
用
調
整
助
成
金
活
用
を
提
言

厚労省

在
宅
勤
務
支
援
！

在
宅
勤
務
支
援
！

期
間
限
定
で
本
紙
全
文
を
Ｗ
ｅ
ｂ
で
公
開
中

w
w
w
.c
a
r
g
o
-
n
e
w
s
.c
o
.jp

従業員の健康管理の強化を要請
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経
済
産
業
省
は
20
日
、
ト
ラ
ッ
ク

走
行
デ
ー
タ
や
積
荷
情
報
な
ど
の
デ

ー
タ
形
式
の
標
準
化
に
向
け
、
方
針

を
固
め
た
。
今
後
は
荷
主
、
商
用
車

メ
ー
カ
ー
、
物
流
業
界
、
Ｉ
Ｔ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
な
ど
と

協
働
し
、
国
土
交
通
省
と
連
携
し
な

が
ら
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組

む
。
同
省
の
「
物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
勉
強

会
」
で
方
針
を
取
り
ま
と
め
た
。

物
流
業
界
の
人
手
不
足
や
環
境
規

制
強
化
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
デ
ジ

タ
ル
化
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
、
最
新

技
術
を
活
用
し
た
商
用
分
野
で
の

「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
、
Ｃ
＝
コ
ネ
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
（
接
続
性
）
、
Ａ
＝
オ
ー
ト
ノ

マ
ス
（
自
動
運
転
）
、
Ｓ
＝
シ
ェ
ア

ー
ド
（
共
有
）
、
Ｅ
＝
エ
レ
ク
ト
リ

ッ
ク
（
電
動
化
）
」
に
対
応
し
、
よ

り
効
率
的
な
「
物
流
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

（
M
obilityasaService）
」
の

実
現
を
図
る
。

第
１
弾
と
し
て
、
日
野
自
動
車
、

い
す
ゞ
自
動
車
、
三
菱
ふ
そ
う
ト
ラ

ッ
ク
・
バ
ス
、
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク
ス
な

ど
大
手
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
と
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
４
社

の
車
両
の
車
両
運
行
に
必
要
な
車
両

デ
ー
タ
の
標
準
化
を
推
進
す
る
。

そ
の
後
、
ト
ラ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
間

で
の
デ
ー
タ
標
準
化
を
踏
ま
え
、
大

手
運
送
会
社
は
自
社
車
両
に
搭
載
し

た
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
や
積
荷
情
報

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
を
行
う
。
輸
配

送
ル
ー
ト
の
最
適
化
や
荷
台
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
情
報
を
可
視
化
す
る
こ
と

で
マ
ッ
チ
ン
グ
や
輸
送
ニ
ー
ズ
の
掘

り
起
こ
し
を
可
能
と
し
、共
同
輸
送
や

混
載
輸
配
送
な
ど
効
率
的
運
送
の
実

現
を
図
る
。
ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
連
携
し

た
サ
ー
ビ
ス
提
供
も
具
体
化
す
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、ド
ラ

イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
改
善
や
積
載

率
向
上
の
実
現
を
目
指
す
と
と
も

に
、環
境
面
で
は
配
送
分
野
で
の
電
動

中
型
・
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
活
用
を
見

据
え
、電
動
商
用
車
が
普
及
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
考
え
。
■

ト
ラ
ッ
ク
４
社
の
車
両
デ
ー
タ
標
準
化
へ

物
流
効
率
化
へ
、
運
送
大
手
と
の
デ
ー
タ
連
携
も

経産省

物流ＭａａＳの未来イメージ

国
土
交
通
省
は
17
日
、
過
疎
地
に

お
け
る
移
動
手
段
の
確
保
や
観
光
地

で
の
二
次
交
通
の
確
保
と
い
っ
た
地

域
の
課
題
解
決
を
図
る
日
本
版
「
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
」
（
M
obilityasaServ-

ice）
の
全
国
普
及
を
図
る
た
め
、

実
証
事
業
の
公
募
を
開
始
し
た
。

交
通
手
段
と
、様
々
な
移
動
手
法
や

サ
ー
ビ
ス（
商
業
、
宿
泊
・
観
光
、
物

流
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
一
般
行

政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
を
組
み
合
わ
せ

て
ひ
と
つ
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

提
供
す
る
た
め
の
複
数
事
業
者
間
の

連
携
基
盤
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
要
す

る
経
費
を
補
助
す
る
。
補
助
金
は
経

費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
５
月
末
ま

で
受
け
付
け
て
い
る
。募
集
対
象
は
地

方
公
共
団
体
や
地
方
公
共
団
体
と
連

携
し
た
民
間
事
業
者
ま
た
は
こ
れ
ら

を
構
成
員
と
す
る
協
議
会
。
　
■

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
支
援
事
業
を
公
募

国
交
省Ｔ

ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
で
「
物
流
」
に
関
す
る
情
報
を
発
信
中
! !

ア
カ
ウ
ン
ト
は
c
a
r
g
o
＿
N
E
W
S
で
す
。
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国
土
交
通
省
は
24
日
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
の
「
標
準
的
な
運
賃
」
を
告

示
し
た
。
審
議
に
あ
た
っ
た
運
輸
審

議
会
が
14
日
に
国
交
大
臣
に
対
し
、

標
準
的
運
賃
は
原
案
通
り
を
適
当
と

す
る
と
答
申
し
た
こ
と
を
受
け
て
の

も
の
。
自
動
車
局
で
は
同
日
、
標
準

的
運
賃
の
背
景
や
計
算
方
法
を
解
説

す
る
内
容
の
通
達
を
貨
物
課
長
名
で

発
出
。
荷
主
の
理
解
促
進
に
向
け
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
状
況
な
ど
現
下
の
情
勢
を
見
な
が

ら
、
事
業
者
と
荷
主
を
対
象
に
、

『
ホ
ワ
イ
ト
物
流
』
推
進
運
動
を
は

じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
活
用

し
て
周
知
活
動
を
展
開
す
る
」
と
し

て
い
る
。

法
令
遵
守
し
、
持
続
的
な
事
業

運
営
を
可
能
に

標
準
的
運
賃
は
、
改
正
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
に
基
づ
き
設
け
ら
れ

た
制
度
。
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

年
間
９
６
０
時
間
の
罰
則
付
き
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
る

２
０
２
３
年
度
末
ま
で
の
時
限
措
置

と
の
位
置
づ
け
で
、
運
用
を
通
じ
て

ト
ラ
ッ
ク
運
賃
の

引
き
上
げ
を
後
押

し
、
そ
れ
を
“
原

資
”
に
ド
ラ
イ
バ

ー
の
労
働
条
件
や

処
遇
を
改
善
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
が
法
令
を

遵
守
し
、
持
続
的

な
事
業
運
営
が
可

能
に
な
る
た
め
の

「
参
考
と
な
る
運

賃
」
と
し
て
タ
リ

フ
形
式
で
提
示
。

策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
賃
金
を
全
産
業

並
み
に
押
し
上

げ
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
を
確
保
し

た
事
業
を
継
続
で

き
る
こ
と
を
前
提

と
し
、適
正
な
原

価
に
適
正
な
利
潤
を
加
え
た
も
の
を

基
準
と
し
て
い
る
。

原
案
に
対
し
て
は
、
実
勢
運
賃
よ

り
も
高
水
準
で
あ
る
こ
と
か
ら
事
業

者
や
荷
主
の
一
部
か
ら
実
効
性
を
疑

問
視
す
る
声
も
挙
が
っ
て
い
た
が
、

24
年
４
月
か
ら
の
時
間
外
労
働
規
制

適
用
に
向
け
、
早
急
な
環
境
整
備
が

必
要
で
あ
る
こ
と
や
、
中
小
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
が
荷
主
・
元
請
け
と
の
運

賃
交
渉
力
が
弱
い
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
た
結
果
、
告
示
の
意
義
が
理
解
さ

れ
、
こ
の
ほ
ど
原
案
通
り
の
告
示
に

至
っ
た
。

貸
切
り
想
定
し
、
距
離
制
と
時
間

制
で
提
示

貸
切
（
チ
ャ
ー
タ
ー
）
を
想
定

し
、
距
離
制
と
時
間
制
の
２
パ
タ
ー

ン
を
用
意
。
上
限
・
下
限
は
設
け

ず
、
統
一
的
な
運
賃
と
し
た
。
地
域

差
を
踏
ま
え
、
地
方
運
輸
局
ブ
ロ
ッ

ク
ご
と
に
策
定
。
距
離
制
で
は
小
型

車
（
２
ｔ
）
・
中
型
車
（
４
ｔ
）
・

大
型
車
（
10
ｔ
）
・
ト
レ
ー
ラ
（
20

ｔ
）
の
車
種
別
に
設
定
。
時
間
制
運

賃
表
は
「
８
時
間
制
」
と
「
４
時
間

制
」
に
大
別
し
て
定
め
た
。

料
金
は
別
建
て
で
収
受
、

待
機
料
は
30
分
ご
と

運
賃
以
外
の
各
種
料
金
に
つ
い
て

は
運
賃
表
と
は
別
に
規
定
。
冷
凍
・

冷
蔵
車
や
休
日
運
行
、
早
朝
・
深
夜

運
行
は
２
割
増
し
と
な
る
。
待
機
時

間
料
は
30
分
を
超
え
る
場
合
に
30
分

単
位
で
車
種
別
に
設
定
。
積
み
込

み
・
取
り
降
ろ
し
・
附
帯
業
務
な
ど

の
料
金
は
運
賃
と
は
別
に
収
受
す
る

こ
と
と
し
、高
速
道
路
料
金
、
フ
ェ
リ

ー
料
金
は
実
費
を
収
受
す
る
。
燃
料

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
も
別
途
定
め
る
。
■

「
標
準
的
な
運
賃
」
を
原
案
通
り
告
示

ト
ラ
ッ
ク
の
賃
金
水
準
押
し
上
げ
へ

国交省「標準的な運賃」の概要
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農
林
水
産
省
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
伴
う
経
済
対
策
関
係

の
補
正
予
算
が
決
ま
っ
た
。
漁
業
で

は
「
特
定
水
産
物
供
給
平
準
化
事

業
」
に
32
億
円
計
上
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受

け
る
魚
種
の
過
剰
供
給
分
を
相
場
価

格
で
買
い
取
り
・
冷
凍
保
管
す
る
際

の
買
い
取
り
資
金
、
保
管
料
、
運
搬

料
な
ど
を
支
援
す
る
。

具
体
的
に
は
、
輸
出
の
停
滞
な
ど

に
よ
っ
て
需
要
ま
た
は
取
引
価
格
が

下
落
し
、
生
産
面
で
の
調
整
が
困
難

で
あ
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
る
水
産

物
を
漁
業
者
団
体
等
が
買
い
取
り
、

保
管
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を
金

融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る

場
合
に
、
金
利
相
当
分
に

対
し
助
成
（
無
利
子
化
）

す
る
。

調
整
保
管
等
に
か
か
る

経
費
助
成
と
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
収

束
後
、
保
管
し
て
い
た
水

産
物
を
順
次
放
出
す
る
ま

で
の
期
間
の
調
整
保
管
に

要
す
る
保
管
料
、
入
出
庫

料
、
加
工
料
、
運
搬
料
を

助
成
す
る
。
一
連
の
支
援

に
よ
っ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
を
受
け
る
水
産
物
の
価

格
下
落
を
抑
止
す
る
。

ま
た
、
「
和
牛
肉
保
管
在
庫
支
援

緊
急
対
策
事
業
」
と
し
て
４
９
９
億

円
超
を
予
算
化
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や

外
食
の
需
要
減
に
よ
っ
て
和
牛
肉
の

需
要
が
低
下
し
、
価
格
が
急
落
、
和

水
産
物
、
和
牛
肉
の
保
管
料
を
支
援

コ
ロ
ナ
で
需
要
減
、
倉
庫
で
調
整

農水省

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
手
指
の
消
毒
の
た
め
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル

を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
て
い
る
。
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル
は
消
防
法
上
危
険
物
の
第
４
類
ア
ル
コ

ー
ル
類
に
該
当
し
、
貯
蔵
・
取
扱
い
の
量
に
応

じ
て
消
防
法
や
火
災
予
防
条
例
の
規
定
が
適
用

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
関
係
事
業
者
は
注
意
が

必
要
と
な
る
。

た
だ
、
感
染
症
対
策
と
し
て
増
産
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、

消
防
庁
で
は

各
自
治
体
に

対
し
、
安
全

を
確
保
し
つ

つ
、
必
要
に

応
じ
て
仮
貯

蔵
・
仮
取
扱
い
や
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政

令
第
23
条
に
基
づ
く
基
準
の
特
例
を
適
用
す
る

な
ど
迅
速
か
つ
弾
力
的
な
運
用
へ
の
配
慮
を
要

請
。ま

た
、
厚
生
労
働
省
が
医
療
機
関
等
に
対

し
、
手
指
消
毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル
の
代
替
品
と
し

て
の
特
定
ア
ル
コ
ー
ル
（
高
濃
度
エ
タ
ノ
ー

ル
）
を
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
消
防
庁
で
は
配
布
に
関
す
る
消
防
法
令
の

運
用
に
つ
い
て
通
知
。

配
布
過
程
に
お
い
て
指
定
数
量
以
上
の
特
定

ア
ル
コ
ー
ル
を
配
送
業
者
等
が
一
時
保
管
す
る

場
合
は
、
仮
貯
蔵
・
仮
取
扱
い
と
し
て
運
用
で

き
る
こ
と
と
し
、
一
時
的
な
保
管
の
期
間
が
10

日
を
超
え
る
場
合
は
、
仮
貯
蔵
・
仮
取
り
扱
い

の
繰
り
返
し
承
認
が
で
き
る
と
し
た
。

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
、
消
防
法
規
制
の
適
用
は
？

仮
貯
蔵
・
仮
取
扱
い
な
ど
弾
力
的
に
運
用

使用機会増加で注意も必要

特定水産物供給平準化事業
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牛
肉
の
在
庫
が
積
み
上
が
っ
て
い
る

こ
と
を
受
け
、
販
促
に
取
り
組
む
食

肉
卸
売
事
業
者
に
対
し
、
積
み
上
が

っ
た
在
庫
の
保
管
料
等
（
凍
結
料
、

保
管
料
、
金
利
等
）
を
支
援
す
る
こ

と
で
円
滑
な
流
通
を
図
る
。

冷
蔵
倉
庫
関
係
者
に
よ
る
と
、

「
２
月
、
３
月
は
東
京
、
横
浜
地
区

を
除
き
冷
蔵
倉
庫
に
や
や
余
裕
が
出

始
め
て
お
り
、
新
た
に
入
庫
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
歓
迎
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

延
期
、
天
候
不
順
等
不
安
材
料
が
多

い
中
で
は
“
朗
報
”
と
も
言
え
る
」

と
指
摘
。

た
だ
、
和
牛
肉
の
保
管
に
関
し
て

は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
に
よ
り
和
牛
で
あ

る
か
ど
う
か
の
検
査
項
目
が
あ
り
、

出
庫
指
図
等
寄
託
者
し
か
指
示
が
出

せ
な
い
た
め

ト
ラ
ブ
ル
防

止
の
た
め
の

注
意
が
必

要
。
ま
た
、

和
牛
で
は
個

体
識
別
番
号

管
理
が
必
要

と
な
る
が
、

「
そ
こ
ま
で

対
応
し
て
い

る
冷
蔵
倉
庫

は
あ
ま
り
な

く
、
仮
に
引

き
受
け
た
場

合
、
手
作
業

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
し
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■和牛肉保管在庫支援緊急対策事業

経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
は
23

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
で
経
営
課
題
を
抱
え
た
事
業
者

向
け
に
、
各
種
支
援
制
度
を
わ
か
り

や
す
く
紹
介
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
た
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
問
い
合
わ
せ
の

多
い
業
種
を
中
心
に
９
業
種
向
け
に

作
成
し
、
「
貨
物
運
輸
業
」
も
含
ま

れ
て
い
る
。
貨
物
運
輸
業
向
け
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
（
写
真
）
で
は
、
「
売

上
げ
減
少
に
伴
い
当
面
の
運
転
資
金

を
調
達
し
た
い
→
コ
ロ
ナ
特
別
貸
付

等
の
資
金
繰
り
支
援
が
あ
り
ま

す
」
、
「
従
業
員
を
一
時
的
に
休
業

さ
せ
た
い
が
、
手
当
の
支
払
い
が
大

変
→
雇
用
調
整
助
成
金
で
手
当
等
の

一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
」
な
ど
、
事

業
者
が
直
面
す
る
課
題
に
対
応
で
き

る
支
援
策
を
紹
介
す
る
形
で
掲
載
し

て
い
る
。

■

貨
物
運
輸
業
向
け
に
支
援
策
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

業
種
別
に
各
種
支
援
策
を
紹
介

中小企業庁国
土
交
通
省
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
期
間
中
（
４
月
29
日
～
５
月
６

日
）
の
人
の
移
動
を
抑
制
す
る
た

め
、
首
都
圏
と
京
阪
神
圏
以
外
の
地

域
で
普
通
車
以
下
に
適
用
さ
れ
て
い

る
高
速
道
路
料
金
の
休
日
割
引
（
３

割
引
）
を
中
止
す
る
よ
う
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
３
社
（
東
日
本
・
中
日
本
・
西
日

本
）
と
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
に

対
し
て
指
示
し
た
。
政
府
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
基
本
方
針
が
掲

げ
る
Ｇ
Ｗ
期
間
中
の
「
都
道
府
県
を

ま
た
い
だ
不
要
不
急
の
移
動
」
を
抑

制
す
る
た
め
の
措
置
。

Ｇ
Ｗ
の
高
速
料
金
割
引
を
中
止
へ

Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
Ｇ
Ｓ
、
シ
ャ
ワ
ー
は
継
続

国交省
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併
せ
て
、
利
用
者
抑
制
に
向
け
、

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
お
土
産
コ

ー
ナ
ー
に
つ
い
て
も
営
業
自
粛
の
協

力
要
請
を
行
う
よ
う
命
じ
た
。

一
方
で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
維
持

す
る
物
流
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
な
い

た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
長
距

離
ト
ラ
ッ
ク
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
く

利
用
す
る
シ
ャ
ワ
ー
施
設
に
つ
い
て

は
営
業
継
続
を
指
示
し
た
。

■

久
留
米
運
送
（
本
社
・
福
岡
県
久

留
米
市
、
二
又
茂
明
社
長
）
は
、
北

大
阪
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
大
阪

府
茨
木
市
）
内
の
北
大
阪
支
店
を
移

転
し
、
５
月
７
日
か
ら
業
務
を
開
始

す
る
。
同
じ
北
大
阪
Ｔ
Ｔ
内
に
新
築

さ
れ
た
「
新
１
号
棟
」
の
２
階
に
移

転
し
た
も
の
で
、
荷
扱
機
能
の
拡
充

を
通
じ
て
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

実
現
す
る
。

同
社
の
賃
借
面
積
は
１
万
２
５
６

５
㎡
で
、
バ
ー
ス
は
１
２
３
ｍ
×
30

ｍ
。
車
両
64
台
が
接
車
で
き
る
。
同

一
施
設
内
に
ト
ナ
ミ
運
輸
、
第
一
貨

物
も
入
居
す
る
。
３
社
は
こ
れ
ま
で

も
幹
線
便
の
共
同
運
行
な
ど
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
同
一
施
設
内
の
拠
点

を
構
え
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
連
携
効

率
を
高
め
る
。

な
お
、
北
大
阪
Ｔ
Ｔ
は
南
海
電
鉄

グ
ル
ー
プ
の
泉
北
高
速
鉄
道
が
運
営

す
る
公
共
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
、
今
回
新
設
し
た
新
１
号
棟
は
公

共
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
は

全
国
初
と
な
る
複
層
階
式
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
な
る
。
　
　
　
　
　
　
■

北
大
阪
支
店
を
移
転
オ
ー
プ
ン

久
留
米
運
送

久留米運送が入居する新１号棟

東
海
運
（
本
社
・
東
京
都
中
央

区
、
長
島
康
雄
社
長
）
は
４
月
か

ら
、
北
九
州
新
門
司
地
区
の
「
危
険

物
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

で
新
た
に
屋
外
危
険
物
貯
蔵
所
と
高

圧
ガ
ス
タ
ン
ク
コ
ン
テ
ナ
の
貯
蔵
所

の
２
施
設
を
開
設
し
た
。
昨
年
９
月

に
稼
働
し
た
危
険
物
倉
庫
、
一
般
取

扱
所
に
続
く
も
の
。
今
回
、
一
連
の

第
２
期
工
事
が
完
了
し
、
多
機
能
型

危
険
物
物
流
拠
点
と
し
て
の
機
能
が

増
強
さ
れ
た
。

４
月
に
設
置
し
た
屋
外
危
険
物
貯

蔵
所
は
５
５
２
㎡
。
ド
ラ
ム
換
算
で

３
０
２
４
本
の
貯
蔵
が
可
能
。
消
防

法
危
険
物
第
４
類
３
石
、
４
石
に
対

応
す
る
。
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
で
在
庫
が
上
昇
傾

向
に
あ
る
ウ
レ
タ
ン
原
料
な
ど
の
保

管
需
要
に
応
え
る
。

今
後
、
敷
地
内
で
は
第
３
期
工
事

で
危
険
物
倉
庫
１
棟
（
１
０
０
０

㎡
）
を
計
画
し
て
お
り
、
目
下
の
旺

盛
な
需
要
に
対
応
す
る
た
め
屋
外
貯

蔵
所
を
活
用
。
危
険
物
倉
庫
は
定
温

対
応
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
年
内

の
着
工
、
来
年
度
上
半
期
中
の
竣
工

を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
４
月
か
ら
高
圧
ガ
ス
タ
ン

ク
コ
ン
テ
ナ
貯
蔵
所
を
開
設
。
引
火

性
、
毒
劇
性
物
質
も
扱
え
る
施
設
は

九
州
地
区
で
も
希
少
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
保
管
で
き
る
の
は
２
基
だ

が
、
最
大
で
15
基
程
度
を
想
定
し
、

拡
張
も
計
画
し
て
い
る
。

新
門
司
で
新
た
な
危
険
物
施
設
が
稼
働

高
圧
ガ
ス
タ
ン
ク
の
貯
蔵
が
可
能
に

東海運

屋外危険物貯蔵所



東
海
運
で
は
昨
年
４
月
に
「
危
険

物
マ
ル
チ
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
開
業
。
第
１
期
工
事
で
は
、
危
険

物
Ｉ
Ｓ
Ｏ
タ
ン
ク
コ
ン
テ
ナ
の
貯
蔵

施
設
（
80
基
分
）
、
危
険
物
倉
庫
１

棟
（
１
０
０
０
㎡
）
、
非
危
険
物
の

実
入
り
コ
ン
テ
ナ
の
デ
ポ
（
40
基

分
）
を
開
設
し
た
。

第
２
期
工
事
で
は
昨
年
９
月
に
危

険
物
倉
庫
１
棟
（
１
０
０
０
㎡
）
を

新
設
。
消
防
法
危
険
物
第
４
類
に
対

応
し
、
５
０
０
㎡
を
定
温
化
し
た
。

定
温
庫
は
０
～
20
℃
、０
～
25
℃
の
ス

ペ
ー
ス
に
分
か
れ
て
お
り
、25
℃
対
応

ス
ペ
ー
ス
で
は
加
温
も
行
え
る
。

ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
タ
ン
ク
コ
ン
テ
ナ

の
加
温
（
蒸
気
・
ス
チ
ー
ム
）
と
と

も
に
、
各
種
荷
姿
変
更
に
対
応
で
き

る
一
般
取
扱
所
も
開
設
。
ト
ラ
ッ

ク
・
コ
ン
テ
ナ
ス
ケ
ー
ル
を
備
え
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
タ
ン
ク
コ
ン
テ
ナ
、
ロ
ー
リ

ー
な
ど
か
ら
個
品
（
ド
ラ
ム
、
Ｉ
Ｂ

Ｃ
、
一
斗
缶
）
へ
の
詰
め
替
え
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
■
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高圧ガスタンクコンテナ貯蔵所

第２期工事の定温対応の危険物倉庫

Ｊ
Ｒ
貨
物
（
本
社
・
東
京
都
渋
谷

区
、
真
貝
康
一
社
長
）
は
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
（
４
月
25
日
～

５
月
７
日
）
中
、
７
５
９
本
の
コ
ン

テ
ナ
列
車
を
運
転
す
る
。
輸
送
力
は

前
年
比
で
14
・
６
％
減
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
な

ど
で
経
済
活
動
の
低
迷
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
が
、
宅
配
貨
物
や
食
料
工
業

品
な
ど
生
活
必
需
品
の
需
要
が
高
ま

る
中
、
こ
う
し
た
物
流
ニ
ー
ズ
を
支

え
る
。

期
間
中
は
、
関
東
～
北
海
道
、
関

東
～
九
州
な
ど
長
距
離
を
中
心
に
輸

送
力
を
維
持
す
る
。

■

Ｇ
Ｗ
期
間
中
に
７
５
９
本
の
コ
ン
テ
ナ
列
車

前
年
比
15
％
減
も
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
維
持

ＪＲ貨物全
日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
、
本
社
・

東
京
都
港
区
、
平
子
裕
志
社
長
）
は

22
日
、
本
邦
航
空
会
社
と
し
て
初
め

て
旅
客
機
の
客
席
に
貨
物
を
搭
載
し

た
輸
送
を
開
始
し
た
、
と
発
表
し

た
。
同
日
の
Ａ
Ｎ
Ａ
９
６
８
便
（
上

海
発
羽
田
行
き
）
で
は
、
カ
ー
ト
ン

に
入
っ
た
マ
ス
ク
な
ど
の
医
療
関
連

物
資
を
客
席
に
積
ん
で
輸
送
し
た
。

同
社
で
は
10
日
か
ら
客
室
上
部
の

手
荷
物
収
納
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た

貨
物
搭
載
を
行
っ
て
き
た
が
、
客
席

に
も
荷
物
を
置
け
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、
床
下
の
ベ
リ
ー
（
貨
物

室
）
の
み
に
搭
載
す
る
場
合
と
比
較

し
て
、
重
量
で
最
大
約
１
・
４
倍
の

貨
物
輸
送
が
可
能
に
な
る
と
い
う
。

上
海
発
羽
田
行
き
の
運
航
便
で
中
国

か
ら
日
本
へ
の
マ
ス
ク
や
防
護
服
と

い
っ
た
医
療
関
連
物
資
を
輸
送
す

旅
客
機
の
客
席
へ
の
貨
物
搭
載
を
開
始

ベ
リ
ー
の
み
と
比
べ
搭
載
量
１
・
４
倍
に

ＡＮＡ

ANA968便の客席に搭載した医療関連物資
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る
。
今
後
も
需
要
動
向
を
踏
ま
え

て
、
対
象
路
線
を
拡
大
し
て
い
く
予

定
に
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
う
各
国
の
入
国
制
限
に
よ

り
、
世
界
的
に
旅
客
便
が
大
幅
に
運

休
・
減
便
し
て
お
り
、
国
際
航
空
貨

物
の
輸
送
ス
ペ
ー
ス
は
不
足
が
続
い

て
い
る
。
一
方
で
、
マ
ス
ク
や
防
護

服
、
検
査
キ
ッ
ト
な
ど
の
医
療
関
連

物
資
の
輸
送
需
要
は
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
旅
客
便
の
客
室
を
利
用

し
た
貨
物
輸
送
に
至
っ
た
も
の
。
同

社
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
、
緊
急
輸
送

品
な
ど
の
国
際
貨
物
輸
送
需
要
へ
柔

軟
に
対
応
す
る
た
め
、
保
有
す
る
貨

物
専
用
機
に
よ
る
臨
時
便
や
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
設
定
も
拡
大
し
、
３
月
に

は
86
便
、
４
月
に
は
２
９
７
便
を
運

航
し
て
い
る
。

Ａ
Ｎ
Ａ
で
は
「
今
後
、
国
際
貨
物

の
輸
送
力
確
保
に
向
け
、
新
た
な
取

り
組
み
に
挑
戦
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
機
動
的
な
臨
時
便
や
チ
ャ
ー

タ
ー
便
の
設
定
も
行
い
、
医
療
関
連

物
資
な
ど
の
緊
急
輸
送
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。
■

ＪＲ貨物（本社・東
京都渋谷区、真貝康一
社長）は22日、子ども
向けに貨物鉄道輸送を
紹介するアニメーショ
ン動画「貨物鉄道輸送
ってなぁに？」を公開
したと発表した。

動画は小学生が見学
に訪れる貨物駅からの「子どもでもわかりやすい紹介動画があると
いいね」というリクエストにより制作。これまで、イベント等で配
布していた「ＪＲ貨物まるごとガイドブック」をもとに、子どもに
もわかりやすく、楽しめることをコンセプトにアニメーションを多
く取り入れた。

なお、動画はhttps://youtu.be/jYoIB0HOKfIから閲覧できる。

貨物鉄道輸送紹介のアニメ動画
ＪＲ貨物

商
船
三
井
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
（
本

社
・
東
京
都
千
代
田
区
、
東
郷
修
平

社
長
）
は
22
日
、
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
事
業

に
お
け
る
差
別
化
商
品
と
し
て
、
商

船
三
井
と
商
船
三
井
テ
ク
ノ
ト
レ
ー

ド
が
共
同
開
発
し
た
「
M
O
L

CO
ILPO
RT
ER」
（
イ
メ
ー
ジ
）

を
５
月
か
ら
提
供
す
る
と
発
表
し

た
。M

O
LCO
ILPO
RT
ERは
自
動
車

の
材
料
と
な
る
ス
チ
ー
ル
コ
イ
ル
の

海
上
コ
ン
テ
ナ
輸
送
で
利
用
で
き
る

新
た
な
セ
キ
ュ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
。
硬
さ
と
粘
り
を
備
え
た
緩
衝
性

で
ダ
ン
ネ
ー
ジ
と
コ
イ
ル
の
接
触
ダ

メ
ー
ジ
を
軽
減
す
る
ほ
か
、
大
幅
な

軽
量
化
を
実
現
。
誰
で
も
安
全
・
軽

易
に
組
み
立
て
が
可
能
で
、
押
込
と

引
出
荷
役
に
対
応
す
る
。

さ
ら
に
、
広
範
な
コ
イ
ル
径
や
身

幅
に
対
応
で
き
る
標
準
仕
様
で
利
便

性
向
上
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
高

い
復
元
性
と
耐
久
性
か
ら
反
復
利
用

が
可
能
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
対
応
す

る
た
め
、
環
境
負
低
減
に
貢
献
す

る
。
す
で
に
、
特
許
を
取
得
し
て
い

る
ほ
か
、
O
ceanN
etw
orkEx-

pressPte.Ltd.（
Ｏ
Ｎ
Ｅ
）
と
の

ト
ラ
イ
ア
ル
輸
送
を
通
じ
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ

の
包
括
輸
送
承
認
を
受
け
た
。

商
船
三
井
ロ
ジ
は
今
後
、
国
際
物

流
事
業
者
と
し
て
培
っ
た
実
績
に
加

え
、M
O
LCO
ILPO
RT
ERの
開
発
と

運
営
で
得
た
知
見
を
活
用
し
、同
社
独

自
の
物
流
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
開
発
を

進
め
て
い
く
、
と
し
て
い
る
。
　
■

ス
チ
ー
ル
コ
イ
ル
輸
送
で
新
サ
ー
ビ
ス

商
船
三
井
ロ
ジ
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米
Ｕ
Ｐ
Ｓ
は
21
日
、
米
連
邦
緊

急
事
態
管
理
局
（
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
が
主

導
す
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
エ
ア
ブ

リ
ッ
ジ
」
の
一
環
と
し
て
検
査
キ
ッ

ト
や
個
人
防
護
具
（
Ｐ
Ｐ
Ｅ
）
な
ど

の
輸
送
で
、
世
界
各
地
か
ら
米
国
向

け
に
２
０
０
便
超
の
フ
ラ
イ
ト
を
追

加
し
た
、
と
発
表
し
た
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
エ
ア
ブ
リ
ッ

ジ
」
は
、
救
命
具
な
ど
を
必
要
な
場

所
へ
迅
速
に
届
け
る
た
め
に
発
足
し

た
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
。
追
加

フ
ラ
イ
ト
便
２
０
０
便
の
大
部
分
は

ア
ジ
ア
か
ら
米
国
お
よ
び
欧
州
へ
の

物
資
輸
送
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

検
査
キ
ッ
ト
１
２
０
万
個
と
、
手

袋
、
マ
ス
ク
、
防
護
服
を
含
む
Ｐ
Ｐ

Ｅ
１
０
０
０
万
個
以
上
を
輸
送
。
さ

ら
に
、
人
工
呼
吸
器
や
緊
急
治
療
室

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
器
、
温
度
管
理
が

必
要
な
化
合
物
な
ど
も
輸
送
に
対
応

す
る
。
検
査
キ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
さ

ら
に
数
百
万
個
を
配
送
予
定
と
し
て

い
る
。

マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
３
Ｍ
社
や

Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
と
連
携
し
て
、
米
国
の
医

療
従
事
者
な
ど
へ
数
百
万
枚
を
配
送

し
た
。
さ
ら
に
、
医
療
従
事
者
や
第

一
対
応
者
向
け
の
ハ
ン
ド
サ
ニ
タ
イ

ザ
ー
（
除
菌
剤
）
も
ド
ラ
ム
缶
２
５

０
個
超
を
輸
送
。
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ

ー
ズ
（
Ｇ
Ｍ
）
社
が
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
の
ベ
ン
テ
ッ
ク
・
ラ
イ
フ
・
シ

ス
テ
ム
ズ
と
連
携
し
て
製
造
し
た
人

工
呼
吸
器
の
初
出
荷
と
な
る
50
台

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
で
と
く
に
大
き
な
被
害
を

受
け
た
米
国
内
の
病
院
に
届
け
た
。

ま
た
、
Ｕ
Ｐ
Ｓ
で
は
米
国
で
の
翌

日
配
達
の
緊
急
注
文
に
対
応
す
る
た

め
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
ル
イ
ビ
ル
の

グ
ロ
ー
バ
ル
エ
ア
ハ
ブ
「
Ｕ
Ｐ
Ｓ
ワ

ー
ル
ド
ポ
ー
ト
」
に
近
接
す
る
約
42

万
㎡
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
配
送
セ
ン
タ
ー

に
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
専
用
ス
ペ
ー
ス
も
開
設

し
た
。

Ｕ
Ｐ
Ｓ
社
員
の
安
全
対
策
と
し
て

は
、
共
用
機
器
や
車
両
内
を
は
じ
め

と
す
る
す
べ
て
の
設
備
の
消
毒
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
配
達
時
の
受
取

人
サ
イ
ン
の
省
略
や
ペ
ン
を
共
有
し

な
い
新
た
な
署
名
規
定
な
ど
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
維
持
す
る

方
針
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
。
運

転
手
や
そ
の
他
の
従
業
員
へ
の
消
毒

剤
や
マ
ス
ク
を
提
供
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
従
業
員
に

対
す
る
緊
急
有
給
休
暇
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
実
施
し
た
。

こ
の
ほ
か
同
社
で
は
人
道
支
援
と

し
て
、
被
災
地
域
へ
の
支
援
の
た
め

米
国
の
非
営
利
団
体
や
世
界
各
地
の

諸
機
関
に
１
５
０
０
万
ド
ル
を
寄
付

す
る
と
と
も
に
、米
国
内
の
警
察
当
局

や
非
営
利
団
体
、先
住
民
族
の
医
療
セ

ン
タ
ー
へ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
を
提
供
し
た
。

デ
ビ
ッ
ド
・
ア
ブ
ニ
ー
会
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
は
「
こ
の
よ
う
な
時
期
に
は
民

間
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
極
め
て
重

要
で
あ
り
、
お
客
様
や
地
域
社
会
か

ら
の
信
頼
を
受
け
て
、
ド
ラ
イ
バ

ー
、
荷
積
人
、
メ
カ
ニ
ッ
ク
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
、
そ
の
他
多
く
の
従
業
員
か

ら
成
る
Ｕ
Ｐ
Ｓ
の
『
ブ
ラ
ウ
ン
ア
ー

ミ
ー
』
は
全
力
を
尽
く
し
て
い
る
」

と
コ
メ
ン
ト
。
同
氏
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後
の
米
企
業
の
安

全
な
操
業
再
開
に
向
け
た
方
針
策
定

を
支
援
す
る
「
グ
レ
ー
ト
・
ア
メ
リ

カ
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
リ
バ
イ
バ

ル
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
グ
ル
ー

プ
」
に
も
参
画
し
て
い
る
。
　
■

米
国
向
け
に
２
０
０
便
超
フ
ラ
イ
ト

コ
ロ
ナ
検
査
キ
ッ
ト
や
Ｐ
Ｐ
Ｅ
輸
送
で

ＵＰＳ

ルイビルに到着したＵＰＳ貨物機

ＧＭ社から人工呼吸器を輸送

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
・
Ｅ
メ
ー
ル
よ
り
ご
意
見
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.cargo-new
s.co.jp/index.htm
l

i
n
f
o
@
c
a
r
g
o
-
n
e
w
s
.
c
o
.
j
p



カーゴニュース 2020年（令和２年）４月28日　第４８５８号（第３種郵便物認可）

−17−

セ
イ
ノ
ー
グ
ル
ー
プ
で
買
い
物
宅

配
事
業
な
ど
を
手
掛
け
る
コ
コ
ネ
ッ

ト
（
本
社
・
東
京
都
中
央
区
、
河
合

秀
治
社
長
）
と
オ
イ
シ
ッ
ク
ス
・

ラ
・
大
地
（
本
社
・
東
京
都
品
川

区
、
髙
島
宏
平
社
長
）
は
20
日
、
一

般
社
団
法
人
の
Ｒ
Ｃ
Ｆ
と
と
も
に
、

医
療
従
事
者
へ
の
食
品
物
資
支
援
を

一
元
管
理
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
W
eSupport」
を
立
ち
上
げ
た
。

W
eSupportで
は
医
療
従
事
者
へ
の

食
品
提
供
を
希
望
す
る
企
業
や
団
体

と
、
支
援
を
必
要
と
す
る
病
院
と
の

ニ
ー
ズ
を
、
事
務
局
と
な
る
オ
イ
シ

ッ
ク
ス
・
ラ
・
大
地
が
マ
ッ
チ
ン

グ
。
食
品
は
協
力
企
業
・
団
体
自
身

に
よ
る
輸
送
で
セ
イ
ノ
ー
グ
ル
ー
プ

の
物
流
セ
ン
タ
ー
に
一
旦
集
約
さ
れ

た
後
、
コ
コ
ネ
ッ
ト
が
各
病
院
へ
必

要
な
も
の
を
必
要
な
だ
け
、
安
全
に

配
達
す
る
。
Ｒ
Ｃ
Ｆ
は
事
務
局
へ
の

支
援
先
の
情
報
提
供
や
協
力
希
望
企

業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を
担
当
す

る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
い
、
医
療
従
事
者
へ
の
精
神

的
負
荷
は
増
し
て
お
り
、
多
忙
さ
を

極
め
る
状
況
か
ら
「
満
足
に
食
事
を

と
れ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
声
も
挙

が
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
医

療
現
場
を
応
援
を
し
た
い
―
―
と
考

え
る
企
業
か
ら
医
療
機
関
へ
個
別
に

連
絡
や
物
資
が
届
く
と
医
療
現
場
の

負
担
を
増
や
し
か
ね
な
い
と
し
て
、

W
eSupportで
情
報
の
マ
ッ
チ
ン
グ

と
物
流
の
一
元
管
理
を
担
う
。
配
送

は
、
感
染
拡
大
防
止
と
病
院
側
の
受

取
負
担
軽
減
の
た
め
非
対
面
で
行

う
。W

eSupportで
は
、
食
品
の
物
資

支
援
に
協
力
す
る
サ
ポ
ー
ト
企
業
の

募
集
を
随
時
行
っ
て
お
り
、
現
在
は

加
工
食
品
メ
ー
カ
ー
な
ど
18
社
と
な

っ
て
い
る
。
取
り
扱
う
食
品
は
、
安

全
・
衛
生
面
へ
の
配
慮
な
ど
か
ら
常

温
品
で
、
個
包
装
か
飲
み
切
り
サ
イ

ズ
も
し
く
は
蓋
つ
き
の
飲
料
を
対
象

と
し
、
最
低
個
数
は
５
０
０
個
か

ら
。
ま
ず
は
、
東
京
都
の
感
染
症
指

定
医
療
機
関
を
対
象
に
支
援
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
先
行
し
て
支
援
活

動
を
実
施
す
る
他
団
体
と
も
情
報
を

連
携
し
て
活
動
を
推
進
す
る
。
　
■

医
療
機
関
へ
の
食
品
支
援
Ｐ
Ｆ
を
設
立

コ
コ
ネ
ッ
ト
、
オ
イ
シ
ッ
ク
ス
ら

WeSupportの取り組みイメージ図
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セ
ル
ー
ト
（
本
社
・
東
京
都
新
宿

区
、
高
木
惠
理
社
長
）
は
21
日
、
配

送
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
ア
プ
リ

「
Ｄ
Ｉ
Ａ
ｑ
（
ダ
イ
ヤ
ク
）
」
と
ク

ッ
ク
パ
ッ
ド
（
本
社
・
東
京
都
渋
谷

区
、
岩
田
林
平
社
長
）
の
生
鮮
食
品

に
特
化
し
た
Ｅ
Ｃ
「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド

マ
ー
ト
」
を
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携
し
、
ク
ッ

ク
パ
ッ
ド
マ
ー
ト
で
購
入
し
た
商
品

の
当
日
宅
配
受
付
を
本
格
的
に
開
始

し
た
と
発
表
し
た
。

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
マ
ー
ト
は
新
鮮
食

材
を
ア
プ
リ
で
購
入
し
、
地
域
の
店

舗
や
施
設
に
設
置
さ
れ
た
生
鮮
宅
配

ボ
ッ
ク
ス
「
マ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
で
受
け
取
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
、

Ｄ
Ｉ
Ａ
ｑ
は
学
生
や
主
婦
な
ど
が
空

き
時
間
で
荷
物
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
。
今
回
の
Ａ

Ｐ
Ｉ
連
携
で
、
Ｄ
Ｉ
Ａ
ｑ
に
登
録
し

て
い
る
６
０
０
０
人
以
上
の
配
送
員

が
、
「
マ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
か

ら
購
入
者
の
自
宅
ま
で
１
時
間
単
位

で
商
品
を
届
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
購
入
者
の
暮
ら
し
の
安
心
と
利

便
性
の
向
上
に
貢
献
す
る
。
　
■

配
送
ア
プ
リ
と
食
品
Ｅ
Ｃ
を
連
携

セ
ル
ー
ト
／
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド

ＡＰＩ連携のスキーム図

航
空
貨
物
運
送
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｆ

Ａ
、
石
井
孝
明
会
長
）
が
20
日
に
発

表
し
た
３
月
の
国
際
航
空
貨
物
の
輸

出
混
載
重
量
は
６
９
３
２
万
６
４
３

㎏
で
前
年
同
月
比
24
・
６
％
の
減
少

と
な
っ
た
。
と
く
に
Ｔ
Ｃ
２
向
け
は

43
・
３
％
減
、
Ｔ
Ｃ
１
向
け
も
35
・

９
％
減
だ
っ
た
。
他
方
で
、
チ
ャ
ー

タ
ー
貨
物
は
Ｔ
Ｃ
３
向
け
が
３
０
５

件
、
21
万
２
１
９
５
㎏
あ
っ
た
。

Ｔ
Ｃ
２
向
け
で
は
イ
タ
リ
ア
向
け

が
56
・
３
％
減
、
英
国
向
け
が
53
・

４
％
減
、
フ
ラ
ン
ス
向
け
が
52
・

２
％
減
と
主
要
国
が
軒
並
み
５
割
以

上
の
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
。
Ｔ
Ｃ
１
向

け
は
、
米
国
南
部
が
47
・
５
％
減
、

メ
キ
シ
コ
が
43
・
２
％
減
、
カ
ナ
ダ

が
40
・
１
％
減
と
な
っ
た
。

Ｔ
Ｃ
３
向
け

は
、
タ
イ
向
け
が

30
・
７
％
減
、
イ

ン
ド
向
け
が
27
・

７
％
減
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
向
け
が

25
・
９
％
減
と
東

南
・
南
ア
ジ
ア
が

不
振
。
一
方
、
中

国
向
け
は
13
・

９
％
減
で
、
香
港

は
４
・
７
％
減
、

台
湾
は
２
・
５
％

減
、
韓
国
も
１
・

７
％
減
と
、
東
ア

ジ
ア
向
け
は
落
ち

込
み
が
緩
や
か
だ

っ
た
。

貨
物
チ
ャ
ー
タ
ー
便
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界

的
な
感
染
拡
大
を
受
け
て
航
空
旅
客

便
の
運
休
や
減
便
が
相
次
ぐ
中
、
Ｔ

Ｃ
３
向
け
以
外
に
も
、
Ｔ
Ｃ
２
向
け

は
７
件
、
５
３
１
９
㎏
、
Ｔ
Ｃ
１
向

輸
出
混
載
重
量
、
Ｔ
Ｃ
２
向
け
４
割
減
に

Ｔ
Ｃ
３
向
け
チ
ャ
ー
タ
ー
３
０
０
件
超

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
統
計
３
月
実
績

TC-1 36,416 80.5 13,190,371.0 64.1

TC-2 28,010 70.3 11,245,723.0 56.7

TC-3 152,831 87.2 44,884,549.0 87.1

217,257 83.4 69,320,643.0 75.4
260,351 87.7 91,905,086.0 78.2

TC-1 10 2,370.0

TC-2 7 5,319.0

TC-3 305 212,195.0

322 219,884.0

国際航空貨物輸出量（３月）
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け
は
10
件
、２
３
７
０
㎏
と
な
っ
た
。

米
中
貿
易
摩
擦
な
ど
を
背
景
と
す

る
世
界
的
な
景
気
減
速
や
半
導
体
需

要
減
を
受
け
て
航
空
貨
物
輸
送
量
の

低
迷
が
続
く
中
、
輸
出
混
載
重
量
は

今
年
１
月
の
24
・
２
％
減
か
ら
２
月

に
は
14
・
４
％
減
へ
と
マ
イ
ナ
ス
幅

が
一
旦
は
縮
小
。
し
か
し
、３
月
は
再

び
２
割
以
上
の
減
少
と
な
っ
た
。
■

航
空
貨
物
運
送
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｆ

Ａ
、
石
井
孝
明
会
長
）
が
23
日
に
発

表
し
た
３
月
の
国
内
利
用
航
空
運
送

事
業
取
扱
実
績
は
重
量
が
前
年
同
月

比
15
・
５
％
減
の
３
８
１
５
万
９
７

３
６
㎏
、
件
数
は
同
９
・
９
％
減
の

２
９
８
万
６
５
０
８
件
と
な
っ
た
。

件
数
は
昨
年
11
月
か
ら
前
年
同
月
比

増
が
続
い
て
い
た
が
、
４
ヵ
月
ぶ
り

の
マ
イ
ナ
ス
。
重
量
も
、
２
月
に
は

１
・
３
％
の
増
加
だ
っ
た
が
３
月
は

２
ケ
タ
減
に
転
じ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
う
需
要
減
退
を
受
け
て
、
国

内
旅
客
航
空
便
で
は
減
便
・
運
休
が

続
い
て
お
り
、
旅
客
便
の
ベ
リ
ー

（
貨
物
室
）
を
利
用
し
て
貨
物
を
輸

送
す
る
国
内
航
空
貨
物
の
動
向
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
た
と
見
ら
れ
る
。

日
本
航
空
の
21
日
の
発
表
に
よ
る

と
、
同
社
の
３
月
６
日
～
同
月
28
日

の
国
内
線
減
便
数
は
３
１
３
２
便
、

減
便
率
は
16
％
。
さ
ら
に
、
３
月
29

日
～
５
月
６
日
の
減
便
数
は
１
万
５

７
９
６
便
、
減
便
率
は
48
％
と
な

り
、
と
く
に
４
月
19
日
～
５
月
６
日

の
減
便
率
は
62
～
63
％
に
上
る
と
い

う
。全

日
本
空
輸
も
23
日
の
発
表
内
容

で
、
４
月
29
日
～
５
月
６
日
に
お
け

る
国
内
線
の
運
休
・
減
便
数
が
１
１

０
路
線
・
５
３
０
６
便
と
な
り
、
当

初
事
業
計
画
比
の
運
休
・
減
便
率
は

85
％
に
達
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
３
月
29
日
～
５
月
６
日
ま
で
の

国
内
線
運
休
・
減
便
数
も
１
１
０
路

線
、
１
万
９
３
８
１
便
に
上
っ
た
。

な
お
、
３
月
の
国
内
航
空
宅
配
便

取
扱
実
績
は
、
１
７
２
万
５
０
９
８

個
（
０
・
６
％
増
）
と
ほ
ぼ
横
ば
い

だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
■

国
内
利
用
航
空
運
送
重
量
、15
・
５
％
減

旅
客
便
の
減
便
・
運
休
の
影
響
も

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ａ
統
計
３
月
実
績

3,321,392 102.0 38,137,617 98.9

3,278,627 106.0 39,762,232 101.3

2,986,508 90.1 38,159,736 84.5

国内利用航空運送事業取扱実績の推移

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
全
ト

協
、
坂
本
克
己
会
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
２
０
１
８
年
度
決
算
版
経
営
分

析
報
告
書
を
公
表
し
た
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
貨
物
運
送
事
業
に
限
定
し
た

営
業
収
入
は
、
１
者
あ
た
り
平
均
２

億
３
６
３
９
万
６
０
０
０
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
７
・
６
％
増
加
。
兼
業

分
を
含
む
す
べ
て
の
事
業
に
お
け
る

１
者
あ
た
り
の
平
均
売
上
高
は
２
億

３
９
７
４
万
４
０
０
０
円
と
前
年
度

の
２
億
２
０
６
９
万
円
に
比
べ
て

８
・
６
％
の
増
収
と
な
り
、
１
者
全

体
の
売
上
高
と
貨
物
運
送
事
業
収
入

は
４
期
連
続
で
増
収
基
調
を
堅
持
し

た
。
貨
物
量
が
堅
調
に
推
移
し
た
こ

と
に
加
え
、
大
手
事
業
者
を
中
心
に

運
賃
等
の
単
価
改
善
が
寄
与
し
た
と

見
ら
れ
る
。

車
両
規
模
20
台
以
下
の

事
業
者
は
営
業
赤
字
が
続
く

貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る
営
業
利

益
は
、
引
き
続
き
赤
字
圏
に
推
移
し

た
も
の
の
、
前
年
度
の
▲
57
万
１
０

貨
物
運
送
事
業
は
増
収
効
果
で
利
益
改
善

18
年
度
、運
賃
改
善
と
貨
物
量
増
加
が
寄
与

全ト協
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０
０
円
か
ら
42
万
７
０
０
０
円
増

え
、
▲
14
万
４
０
０
０
円
と
な
っ

た
。
利
益
率
も
▲
０
・
３
％
か
ら
▲

０
・
１
％
に
改
善
し
た
。
こ
の
う

ち
、
車
両
規
模
21
台
以
上
の
事
業
者

で
は
営
業
黒
字
を
継
続
し
て
い
る
も

の
の
、
10
台
以
下
が
▲
１
・
２
％
、

20
台
以
下
が
▲
０
・
１
％
と
な
り
、

前
年
度
に
続
い
て
営
業
赤
字
。
10
台

以
下
で
は
50
％
が
営
業
赤
字
と
な
っ

て
い
る
。
エ
リ
ア
別
で
は
、
車
両
規

模
10
台
以
下
の
事
業
者
が
多
い
北
海

道
と
四
国
が
営
業
赤
字
に
転
じ
た
。

中
小
事
業
者
は
荷
主
や
元
請
事
業
者

と
の
運
賃
交
渉
に
難
航
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
に
お
け
る

経
常
利
益
は
２
２
２
万
９
０
０
０
円

で
前
年
度
の
１
４
１
万
１
０
０
０
円

か
ら
81
万
８
０
０
０
円
増
加
。
経
常

利
益
率
は
全
体
で
は
０
・
６
％
か
ら

０
・
９
％
に
改
善
し
、
10
台
以
下
も

前
年
度
の
▲
０
・
３
％
か
ら
０
・
５

pt
ア
ッ
プ
し
、
０
・
２
％
と
な
る
な

ど
改
善
し
た
。

18
年
度
（
17
年
10
月
～
19
年
８
月

間
）
の
燃
料
価
格
は
17
年
度
比
で
５

～
10
・
５
％
上
昇
し
、
対
営
業
収
益

の
燃
料
油
脂
費
比
率
は
前
年
度
の

14
・
９
％
か
ら
０
・
２
pt
増
加
の

15
・
１
％
と
な
っ
た
。
加
え
て
、
運

転
者
人
材
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
賃

金
引
き
上
げ
に
よ
る
人
件
費
増
加
等

の
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
あ
っ
た
も
の

の
、
貨
物
量
の
堅
調
な
推
移
や
運
賃

等
の
単
価
改
善
が
寄
与
し
、
全
体
の

営
業
利
益
と
経
常
利
益
は
と
も
に
増

加
し
た
。

貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る
黒
字
事

業
者
の
割
合
で
は
、
営
業
利
益
段
階

の
黒
字
事
業
者
は
54
％
と
前
年
度
か

ら
４
pt
増
加
。
さ
ら
に
、
経
常
利
益

段
階
の
黒
字
事
業
者
は
64
％
と
前
年

度
か
ら
４
pt
増
え
た
。

同
報
告
書
は
会
員
事
業
者
が
自
社



カーゴニュース 2020年（令和２年）４月28日　第４８５８号（第３種郵便物認可）

−21−

の
現
状
を
客
観
的
に
把
握
し
、
全
ト

協
が
今
後
の
経
営
改
善
に
資
す
る
指

標
を
提
供
す
る
た
め
、
１
９
９
２
年

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
28
回

目
。
特
別
積
合
せ
貨
物
運
送
や
霊
柩

運
送
事
業
者
を
除
き
、
一
般
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
の
売
上
比
率
が
80
％

以
上
の
２
３
９
２
事
業
者
か
ら
提
出

さ
れ
た
17
年
10
月
～
19
年
８
月
期
間

の
「
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
報

告
書
」
に
つ
い
て
、
決
算
内
容
を
分

析
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
■

日
本
Ｇ
Ｌ
Ｐ
（
本
社
・
東
京
都
港

区
、
帖
佐
義
之
社
長
）
は
21
日
、
埼

玉
県
北
本
市
に
先
進
的
型
物
流
施
設

「
Ｇ
Ｌ
Ｐ
北
本
」
を
５
月
に
着
工
す

る
と
発
表
し
た
。
２
０
２
１
年
６
月

に
竣
工
す
る
予
定
で
、
す
で
に
全
賃

貸
面
積
の
約
４
割
は
商
社
の
入
居
か

決
定
し
て
い
る
。

「
Ｇ
Ｌ
Ｐ
北
本
」
は
敷
地
面
積
約

２
万
５
０
０
０
㎡
、
延
床
面
積
５
万

５
０
０
０
㎡
の
地
上
４
階
建
て
。
最

大
の
特
徴
は
、周
辺
エ
リ
ア
に
小
・

中
規
模
ス
ペ
ー
ス
の
ニ
ー
ズ
が
高
く

あ
る
傾
向
を
踏
ま
え
、最
小
区
画
面

埼
玉
県
に
小
中
区
画
対
応
の
物
流
施
設

日
本
Ｇ
Ｌ
Ｐ

「ＧＬＰ北本」の完成イメージ

名
古
屋
税
関
に
よ
る
と
、
２
０
１
９
年
の
ピ
ア

ノ
の
輸
出
金
額
は
３
６
４
億
円
、
輸
出
量
は
13
万

９
７
０
６
台
と
な
り
、
と
も
に
過
去
最
高
の
数
値

と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
名
古
屋
税
関
管
内
か

ら
の
輸
出
は
全
国
シ
ェ
ア
で
１
位
と
な
っ
て
お

り
、
輸
出
金
額
は
２
２
４
億
円
（
61
・
４
％
）
、

輸
出
量
は
５
万
３
１
８
７
台
（
38
・
１
％
）
だ
っ

た
。ピ

ア
ノ
は
新
品
、
中
古
を
問
わ
ず
ア
ジ
ア
や

北
米
、
欧
州
を
中
心
に
世
界
各
国
に
輸
出
さ
れ

て
お
り
、
近
年
は
中
国
へ
の
輸
出
が
増
加
。
国

別
実
績
を
み
る
と
中
国
の
輸
出
金
額
シ
ェ
ア
は

43
・
５
％
、
輸
出
量
シ
ェ
ア
は
59
・
１
％
で
と

も
に
ト
ッ
プ
に
推
移
し
た
。

ま
た
、
輸
出
金
額
の
前
年
比
に
対
す
る
国
別

の
伸
び
率
と
し
て
、
全
体
６
・
１
％
の
う
ち
、

中
国
が
６
・
０
％
と
な
り
、
中
国
の
寄
与
度
が

大
き
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
輸
出
量
で
も
、
中

国
以
外
の
国
お
よ
び
地
域
が
マ
イ
ナ
ス
や
小
幅

な
プ
ラ
ス
に
推
移
し
た
の
に
対
し
、
中
国
は

３
・
９
％
の
伸
び
率
と
な
っ
た
。

一
方
、
国
内
の
輸
出
金
額
の
シ
ェ
ア
上
位
３

港
は
、
１
位
が
御
前
崎
港
（
30
・
０
％
）
、
２

位
が
清
水
港
（
19
・
６
％
）
、
３
位
が
東
京
港

（
14
・
５
％
）
で
、
輸
出
量
は
１
位
が
東
京
港

（
21
・
９
％
）
、
２
位
が
大
阪
港
（
20
・

２
％
）
、
３
位
が
名
古
屋
港
（
14
・
３
％
）
。

御
前
崎
港
と
清
水
港
の
輸
出
金
額
シ
ェ
ア
が
高

い
背
景
と
し
て
、
港
付
近
に
ピ
ア
ノ
製
造
工
場

が
あ
り
、
単
価
の
高
い
新
品
の
ピ
ア
ノ
が
多
く

輸
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

名
古
屋
税
関
　
 ピ
ア
ノ
輸
出
量
が
過
去
最
高
を
更
新

国別輸出数量シェア（全国）
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積
を
約
４
０
０
０
㎡
に
設
定
し
、最

大
８
カ
ス
タ
マ
ー
の
入
居
を
可
能
に

す
る
こ
と
で
、需
要
に
柔
軟
に
対
応

す
る
。

設
備
に
は
、
各
分
割
区
画
に
垂
直

搬
送
機
お
よ
び
荷
物
用
エ
レ
ベ
ー
タ

を
標
準
設
置
す
る
こ
と
で
、
縦
搬
送

能
力
を
高
め
、
２
階
へ
の
ス
ロ
ー
プ

を
用
い
た
ア
ク
セ
ス
に
よ
り
、
２
フ

ロ
ア
で
の
効
率
的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
可
能
と
す
る
。
さ
ら
に
、
１
階

は
両
面
バ
ー
ス
、
２
階
は
片
面
バ
ー

ス
構
造
と
し
、
通
過
型
お
よ
び
在
庫

型
物
流
セ
ン
タ
ー
の
双
方
の
需
要
に

対
応
す
る
。

就
労
環
境
へ
の
配
慮
で
は
、
庫
内

に
ビ
ッ
グ
ア
ス
フ
ァ
ン
を
整
備
す
る

ほ
か
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
く
つ
ろ
げ

る
空
間
を
提
供
す
る
た
め
、
森
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
。
Ｂ

Ｃ
Ｐ
対
策
で
は
、
24
時
間
有
人
警
備

や
非
常
用
発
電
機
を
導
入
す
る
。

開
発
地
は
圏
央
道
「
桶
川
加
納
Ｉ

Ｃ
」
か
ら
約
２
・
７
㎞
、
「
桶
川
北

本
Ｉ
Ｃ
」
か
ら
約
４
・
９
㎞
、
都
心

か
ら
約
40
㎞
圏
内
で
、
東
北
自
動
車

道
と
関
越
自
動
車
道
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
良
好
。
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
「
北
本
駅
」

や
「
桶
川
駅
」
、
住
宅
エ
リ
ア
か
ら

も
至
近
な
た
め
、
雇
用
確
保
で
優
れ

て
い
る
ほ
か
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上

で
洪
水
や
地
震
、
液
状
化
な
ど
災
害

に
よ
る
危
険
度
が
極
め
て
低
い
と
想

定
さ
れ
る
立
地
と
な
っ
て
い
る
。

入
居
予
定
の
商
社
か
ら
は
、
「
物

流
拠
点
と
し
て
の
優
れ
た
立
地
に
よ

り
、
納
品
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
が

実
現
で
き
る
こ
と
に
加
え
、
配
送
お

よ
び
保
管
の
両
面
に
お
い
て
活
用
で

き
る
」
と
評
価
さ
れ
た
。
　
　

■

日
本
Ｇ
Ｌ
Ｐ
（
本
社
・
東
京
都
港

区
、
帖
佐
義
之
社
長
）
は
22
日
、
茨

城
県
常
総
市
で
延
床
面
積
約
６
万
１

０
０
０
㎡
、
地
上
３
階
建
て
の
物
流

施
設
「
Ｇ
Ｌ
Ｐ
常
総
」
の
起
工
式
を

行
っ
た
。
２
０
２
１
年
７
月
の
竣
工

を
予
定
し
て
い
る
。

常
磐
自
動
車
道
「
谷
和
原
Ｉ
Ｃ
」

か
ら
約
４
・
５
㎞
に
立
地
。
保
管
・

作
業
効
率
向
上
の
た
め
、
１
階
の
天

井
高
を
６
・
５
ｍ
と
標
準
よ
り
も
１

ｍ
高
く
す
る
こ
と
で
荷
積
み
・
荷
降

ろ
し
の
ス
ペ
ー
ス
を
十
分
に
確
保
し

て
搬
入
出
業
務
を
円
滑
に
す
る
ほ

か
、
荷
物
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
パ
レ

ッ
ト
搬
送
能
力
を
標
準
よ
り
も
約

30
％
向
上
さ
せ
た
。

ト
ラ
ッ
ク
バ
ー
ス
に
出
幅
５
・
５

ｍ
の
庇
を
設
置
し
て
、
雨
天
時
に
も

作
業
し
や
す
い
環
境
を
確
保
。
テ
ナ

ン
ト
区
画
は
最
大
６
分
割
に
分
割
可

能
で
、
最
小
区
画
面
積
は
約
７
０
０

０
㎡
と
比
較
的
小
規
模
な
利
用
も
可

能
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
２
層
使

い
、
３
層
使
い
が
い
ず
れ
も
選
択
可

能
で
あ
り
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
最

適
な
フ
ロ
ア
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実

現
に
貢
献
す
る
。

３
階
に
眺
望
の
良
い
カ
フ
ェ
テ
リ

ア
を
設
け
、
利
用
者
の
快
適
性
を
向

上
。自
動
車
通
勤
が
多
い
エ
リ
ア
で
あ

る
こ
と
を
考
慮
し
、想
定
就
労
人
数
を

１
０
０
％
カ
バ
ー
す
る
２
０
０
台
超

の
通
勤
者
向
け
駐
車
場
の
整
備
や
、ビ

ッ
グ
ア
ス
フ
ァ
ン
の
設
置
な
ど
、働
き

や
す
い
環
境
を
提
供
す
る
。
　
■

６
・
１
万
㎡
の「
Ｇ
Ｌ
Ｐ
常
総
」を
着
工

日
本
Ｇ
Ｌ
Ｐ

「ＧＬＰ常総」の完成イメージ

荷
主
企
業
・
物
流
事
業
者
を
１
冊
に
「「
物
流
総
覧

物
流
総
覧
」」

h
t
t
p
:/
/
c
a
r
g
o
-
n
e
w
s
.c
o
.jp
/
b
o
o
k
/
1
3
1
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ラ
サ
ー
ル
不
動
産
投
資
顧
問
（
本

社
・
東
京
都
千
代
田
区
、
キ
ー
ス
藤

井
社
長
）
と
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
（
本

社
・
東
京
都
中
央
区
、
吉
川
芳
和
社

長
）
は
５
月
１
日
、
両
社
が
共
同
開

発
す
る
「
ロ
ジ
ポ
ー
ト
加
須
」
（
埼

玉
県
加
須
市
）
を
着
工
す
る
。
延
床

面
積
12
万
１
４
１
８
㎡
の
地
上
４
階

建
て
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施
設

で
、
２
０
２
１
年
５
月
31
日
に
竣
工

を
予
定
し
て
い
る
。

３
月
に
国
道
１
２
５
号
栗
橋
大
利

根
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
た
こ
と
で
、

同
施
設
か
ら
東
北
自
動
車
道
「
加
須

Ｉ
Ｃ
」
ま
で
２
・
８
㎞
、
「
久
喜
Ｉ

Ｃ
」
ま
で
９
・
５
㎞
と
な
り
、
高
速

道
路
へ
の
良
好
な
交
通
ア
ク
セ
ス
が

実
現
。
最
寄
り
の
バ
ス
停
ま
で
徒
歩

１
分
と
従
業
員
の
交
通
利
便
性
の
良

さ
も
兼
ね
備
え
る
。
工
業
専
用
地
域

に
あ
る
た
め
、
24
時
間
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
可
能
。

倉
庫
部
分
に
は
大
型
シ
ン
グ
ル
ラ

ン
プ
ウ
ェ
イ
を
採
用
し
、
各
階
に
直

接
着
車
が
行
え
る
。
１
～
３
階
を
高

床
倉
庫
、
４
階
を
低
床
倉
庫
と
し
て

お
り
、
最
小
面
積
約
６
５
０
坪
か
ら

分
割
で
き
る
。
１
フ
ロ
ア
最
大
約
７

４
０
０
坪
ま
で
利
用
で
き
、
様
々
な

テ
ナ
ン
ト
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
。

全
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
設
置
で
省
電

力
化
や
環
境
に
配
慮
。
ま
た
、
72
時

間
対
応
の
非
常
用
発
電
機
を
備
え
る

こ
と
で
、
利
用
者
の
安
全
確
保
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
も
強
化
し
て
い
る
。
　
　
■

マ
ル
チ
型
の
「
ロ
ジ
ポ
ー
ト
加
須
」
着
工

ラ
サ
ー
ル
／
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

「ロジポート加須」の完成予想図

シ
ー
ア
ー
ル
イ
ー
（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
、
本

社
・
東
京
都
港
区
、
亀
山
忠
秀
社

長
）
は
22
日
、
３
月
26
日
付
で
大
阪

府
枚
方
市
の
物
流
施
設
開
発
用
地
を

取
得
す
る
契
約
を
締
結
し
た
と
発
表

し
た
。
延
面
積
４
万
４
７
３
０
㎡
を

予
定
し
て
い
る
。
着
工
、
竣
工
時
期

は
未
定
。

24
時
間
操
業
可
能
な
工
業
専
用
地

域
に
立
地
。
西
側
の
国
道
１
号
線
よ

り
約
１
・
５
㎞
、
東
側
の
第
二
京
阪

道
路
（
国
道
１
号
線
バ
イ
パ
ス
）

「
交
野
北
」
Ｉ
Ｃ
よ
り
約
３
㎞
、

「
枚
方
学
研
」
Ｉ
Ｃ
よ
り
約
４
・
１

㎞
に
位
置
す
る
。

Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
「
津
田
駅
」
よ

り
約
２
・
３
㎞
、
京
阪
交
野
線
の

「
郡
津
駅
」
よ
り
約
２
・
４
㎞
と
複

数
鉄
道
路
線
駅
か
ら
ア
ク
セ
ス
可

能
。枚
方
市
は
人
口
40
万
人
以
上
を
擁

す
る
都
市
で
、周
辺
エ
リ
ア
の
人
口
集

積
に
よ
り
、本
開
発
予
定
地
は
雇
用
確

保
に
お
い
て
も
優
位
と
な
る
。
　
■

大
阪
・
枚
方
市
に
物
流
施
設
用
地
取
得

Ｃ
Ｒ
Ｅ

日
野
自
動
車
（
本
社
・
東
京
都
日

野
市
、
下
義
生
社
長
）
は
23
日
、
中

国
の
比
亜
迪
股
份
有
限
公
司
（
Ｂ
Ｙ

Ｄ
）
と
商
用
Ｅ
Ｖ
開
発
に
お
け
る
協

業
を
中
心
と
し
た
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
契
約
を
締
結
し
た
。
ま
ず

は
、
個
別
の
Ｅ
Ｖ
製
品
の
開
発
か
ら

協
業
し
、
今
後
は
両
社
の
知
見
を
活

か
し
、
Ｅ
Ｖ
の
普
及
促
進
に
向
け
た

販
売
面
や
周
辺
事
業
で
も
協
力
し
て

い
く
。

Ｂ
Ｙ
Ｄ
は
バ
ッ
テ
リ
ー
や
モ
ー
タ

ー
、
半
導
体
デ
バ
イ
ス
、
電
子
制
御

な
ど
Ｅ
Ｖ
の
中
核
技
術
に
強
み
を
持

ち
、
BY
D
Com
m
ercialV
ehicle

は
電
気
バ
ス
の
販
売
で
は
世
界
ト
ッ

プ
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
■

商
用
Ｅ
Ｖ
開
発
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契
約

日
野
自
動
車
／
Ｂ
Ｙ
Ｄ
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ギ
ー
ク
プ
ラ
ス
（
本
社
・
東
京
都

港
区
、
佐
藤
智
裕
社
長
）
は
21
日
、

商
品
を
方
面
別
に
仕
分
け
、
出
荷
口

ま
で
搬
送
す
る
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
ロ
ボ

ッ
ト
「
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
20
Ｔ
」
と
「
Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｓ
20
Ｃ
」を
７
月
か
ら
販
売
す
る
と

発
表
し
た
。Ｅ
Ｃ
向
け
に
ニ
ー
ズ
が
拡

大
す
る
宅
配
便
や
路
線
便
の
正
確
か

つ
高
速
な
仕
分
け
を
実
現
す
る
。

同
ロ
ボ
ッ
ト
は
最
大
速
度
２
・
５

ｍ
／
ｓ
で
、
最
大
容
量
は
「
Ｅ
Ｖ
Ｅ

Ｓ
20
Ｔ
」
が
５
０
０
×
４
０
０
×
３

０
０
㎜
、
「
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
20
Ｃ
」
が
６

０
０
×
４
２
０
×
４
０
０
㎜
。
ソ
ー

タ
ー
や
コ
ン
ベ
ア
な
ど
の
固
定
設
備

に
比
べ
、
物
流
波
動
や
倉
庫
新
設
な

ど
に
よ
る
物
量
増
加
に
合
わ
せ
、
処

理
能
力
と
エ
リ
ア
拡
張
な
ど
に
柔
軟

に
対
応
す
る
。
ま
た
、
拠
点
統
廃
合

の
場
合
は
ロ
ボ
ッ
ト
の
移
動
が
可
能

で
、
仕
分
け
の
ほ
か
、
出
荷
口
ま
で

の
搬
送
も
自
動
化
。
安
全
装
備
と
し

て
障
害
物
検
知
レ
ー
ザ
ー
と
緊
急
停

止
機
能
を
完
備
し
た
。

同
社
は
、
ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
ロ
ボ
ッ

ト
と
従
来
の
ピ
ッ
キ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

倉
庫
内
の
入
荷
か
ら
出
荷
ま
で
の
ト

ー
タ
ル
自
動
化
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
し
、顧
客
の
様
々
な
導
入
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
く
、と
し
て
い
る
。
■

ソ
ー
テ
ィ
ン
グ
ロ
ボ
を
７
月
か
ら
販
売

ギ
ー
ク
プ
ラ
ス

鮮
度
保
持
装
置
の
製
造
・
販
売
を

手
が
け
る
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ａ
（
本
社
・
東

京
都
千
代
田
区
、
後
藤
錦
隆
社
長
）

は
21
日
、
コ
ン
テ
ナ
リ
ー
ス
・
レ
ン

タ
ル
販
売
の
最
大
手
で
あ
る

T
IT
A
N
CO
N
T
A
IN
ER（
Ｔ
Ｉ
Ｔ

Ａ
Ｎ
）
と
今
月
１
日
付
で
業
務
提
携

契
約
を
締
結
し
た
、
と
発
表
し
た
。

今
回
の
提
携
は
、
両
社
が
鮮
度
保

持
コ
ン
テ
ナ
領
域
で
協
力
す
る
も

の
。
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｎ
の
リ
ー
フ
ァ
ー
コ

ン
テ
ナ
に
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
鮮
度
保
持

装
置
「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ａ
」
を
標
準
搭
載

し
、
コ
ン
テ
ナ
の
リ
ー
ス
お
よ
び
レ

ン
タ
ル
を
実
施
す
る
。

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ａ
は
昨
年
８
月
か
ら
、

コ
ン
テ
ナ
製
造
大
手
の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｃ
社

と
協
業
を
開
始
。
こ
れ
に
続
く
Ｔ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｎ
と
の
業
務
提
携
に
よ
り
、

「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ａ
」
を
搭
載
し
た
鮮
度

保
持
コ
ン
テ
ナ
の
製
造
か
ら
リ
ー

ス
・
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
環
境
を
構
築
し
た
。

■

鮮
度
保
持
コ
ン
テ
ナ
の
リ
ー
ス
を
開
始

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ａ
／
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｎ

「ＤＥＮＢＡ」を標準搭載したリーファーコンテナ

政
府
は
令
和
２
年
（
２
０
２
０

年
）
の
春
の
褒
章
受
章
者
を
発
表
し

た
。
こ
の
う
ち
国
土
交
通
省
関
係
で

は
58
人
・
８
団
体
が
受
章
す
る
。
物

流
関
係
の
受
章
者
は
次
の
通
り
。

黄
綬
褒
章
は
日
本
港
運
協
会
副
会

長
で
伊
勢
湾
海
運
社
長
の
後
藤
正
三

氏
、
四
国
港
運
協
会
会
長
で
徳
島
港

湾
荷
役
会
長
の
端
村
欣
示
氏
が
、港
湾

運
送
業
務
に
お
い
て
業
界
の
模
範
と

し
て
精
励
し
た
こ
と
で
受
章
し
た
。

な
お
、
伝
達
式
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

今
回
は
実
施
し
な
い
。
　
　
　
■

日
港
協
副
会
長
の
後
藤
正
三
氏
ら
が
受
章

令
和
２
年
・
春
の
褒
章
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帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
上
場

企
業
の
影
響
・
対
応
調
査
に
よ
る

と
、
17
日
時
点
ま
で
の
状
況
で
、
全

上
場
企
業
の
４
割
超
に
相
当
す
る
約

１
６
０
０
社
で
具
体
的
な
影
響
が
及

ん
で
い
た
。前
回
調
査
時
（
３
月
31

日
）か
ら
５
６
０
社
が
新
た
に
判
明
。

業
種
別
で
、
運
輸
業
は
68
社
で
前
回

調
査
時
の
54
社
か
ら
14
社
増
え
た
。

国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ
ど
、
重
要

物
流
道
路
以
外
の
地
方
道
で
も
国
に

よ
る
災
害
復
旧
工
事
を
行
え
る
よ
う

道
路
法
を
改
正
す
る
方
針
を
固
め

た
。
近
年
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る

自
然
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
道
路
に

つ
い
て
、
自
治
体
が
迅
速
に
復
旧
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
に
よ
る
災
害
復
旧
工
事
を

可
能
と
す
る
。
現
在
、
国
会
で
審
議

中
の
改
正
道
路
法
の
成
立
後
、
制
度

を
施
行
す
る
考
え
。

A
m
azonと
ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
ラ
イ
フ
、
本
社
・
大
阪
市

淀
川
区
、
岩
崎
高
治
社
長
）
は
23

日
、
A
m
azonプ
ラ
イ
ム
会
員
向
け

サ
ー
ビ
ス
「
Prim
eN
ow
」
で
提
供

す
る
ラ
イ
フ
の
食
料
品
オ
ン
ラ
イ
ン

販
売
サ
ー
ビ
ス
の
配
送
エ
リ
ア
に
、

東
京
都
内
の
足
立
区
、
荒
川
区
、
台

東
区
、
千
代
田
区
、
文
京
区
の
５
区

を
加
え
た
。

同
サ
ー
ビ
ス
で
は
今
月
11
日
に
も

江
戸
川
区
、
葛
飾
区
、
江
東
区
、
墨

田
区
、
中
央
区
の
４
区
を
追
加
し
て

お
り
、
今
回
の
エ
リ
ア
拡
大
で
対
象

地
域
は
都
内
17
区
と
な
っ
た
。
今
後

は
渋
谷
区
や
世
田
谷
区
、
目
黒
区
、

狛
江
市
、
調
布
市
、
三
鷹
市
、
武
蔵

野
市
へ
順
次
拡
大
し
、
今
夏
ま
で
に

配
送
エ
リ
ア
は
東
京
20
区
お
よ
び
４

市
と
す
る
予
定
に
あ
る
。

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
を
販
売
す
る
ナ
ス

タ
（
本
社
・
東
京
都
港
区
、
笹
川
順

平
社
長
）
は
23
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
に
取
り
組
む
医
療
従
事

者
と
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
病
院

に
、
U
berEatsの
置
き
配
サ
ー
ビ

ス
に
対
応
し
た
保
温
機
能
付
宅
配
ボ

ッ
ク
ス
「
N
astaBoxSO
FT
」
を

１
０
０
０
台
無
償
で
提
供
す
る
と
発

表
し
た
。

ナ
ス
タ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
に
貢
献
す
る
た
め
、
３
月

に
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
無
償
配
布
を
実

施
し
、
U
berEatsで
は
非
対
面
で

の
商
品
受
け
渡
し
を
可
能
と
す
る

「
置
き
配
サ
ー
ビ
ス
」
を
開
始
。
今

回
、
ナ
ス
タ
と
U
berEatsを
運
営

す
る
U
berJapanが
協
力
す
る
こ
と

で
、
「
N
astaBoxSO
FT
」
を
提

供
し
、
料
理
注
文
後
、
タ
イ
ム
イ
リ

ー
に
受
け
取
る
こ
と
が
困
難
な
医
療

従
事
者
を
支
援
し
て
い
く
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
総
合
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
「
Ｑ
ｏ
ｏ
10
」
を
運
営

す
る
eBayJapan（
本
社
・
東
京
都
港

区
、
ヘ
ン
リ
ー
チ
ュ
ン
社
長
）
は
21

日
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
受
け
、
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
ア
ル
コ
ー
ル
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
を
６

０
０
本
寄
付
す
る
と
発
表
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
る
外
出
自
粛
要
請
や
在
宅
勤

務
の
奨
励
に
よ
り
、
自
宅
で
商
品
が

購
入
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
へ
の
期
待
と
需
要
が
高
ま
っ
て

い
る
。
ま
た
、
商
品
を
家
庭
に
届
け

る
運
送
・
宅
配
業
務
へ
の
需
要
も
増

加
し
て
お
り
、
運
送
・
宅
配
従
事
者

へ
の
感
染
予
防
対
策
の
構
築
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。

eBayJapanで
は
運
送
・
宅
配
従

事
者
へ
の
感
染
を
予
防
す
る
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
、
ア
ル
コ
ー
ル

ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
の
寄
付
を
決
定
。
５

月
中
に
東
京
商
工
会
議
所
を
通
じ
、

同
会
議
所
の
会
員
で
あ
る
東
ト
協
に

届
け
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

上
野
グ
ル
ー
プ
（
上
野
孝
代
表
）

運
輸
業
の
上
場
企
業
、

68
社
で
コ
ロ
ナ
影
響

国
に
よ
る
災
害
復
旧
、
重
要

物
流
道
路
以
外
の
地
方
道
で
も

A
m
azon・
ラ
イ
フ
、
食
品

宅
配
エ
リ
ア
さ
ら
に
拡
大

コ
ロ
ナ
対
策
で
U
ber E
ats

対
応
の
宅
配
ボ
ッ
ク
ス

Nasta Box SOFT

eBay Japanが
東
ト
協
に
ア
ル

コ
ー
ル
ジ
ェ
ル
６
０
０
本
寄
付

上
野
グ
ル
ー
プ
が
医
療

現
場
に
防
護
服
を
寄
贈
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印
刷
を
中
心
に
各
種
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
を

展
開
す
る
凸
版
メ
デ
ィ
ア
（
本
社
・
青
森
県
弘

前
市
、
葛
西
孝
悦
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
マ
ス
ク
の
品

薄
状
況
に
対
応
し
、
マ
ス
ク
の
再
利
用
に
有
効

な
当
て
布
「
カ
バ
ー
フ
ィ
ッ
ト
」
を
開
発
、
販

売
を
開
始
し
た
。

「
カ
バ
ー
フ
ィ
ッ
ト
」
は
通
気
性
が
あ
り
軽

量
な
国
産
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
素
材
シ
ー
ト
を
使
い

捨
て
マ
ス
ク

の
内
側
に
当

て
る
こ
と
で

１
枚
の
マ
ス

ク
が
３
回
ま

で
再
利
用
可

能
と
な
る
。

マ
ス
ク
に
カ

バ
ー
フ
ィ
ッ

ト
を
重
ね
る
こ
と
で
微
細
な
花
粉
で
も
捕
集
率

99
％
を
実
現
。
弾
力
と
伸
縮
性
を
兼
ね
備
え
、

装
着
時
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
構
造
。
ま

た
、
カ
バ
ー
フ
ィ
ッ
ト
は
手
洗
い
す
る
こ
と
で

６
～
10
回
再
利
用
で
き
る
。

販
売
価
格
は
５
枚
入
り
が
３
６
０
円
（
税
・

送
料
込
み
）
、
15
枚
入
り
が
７
２
０
円

（
同
）
。
専
用
サ
イ
ト
で
販
売
（
hearty-

health.co.jp）
。
法
人
の
場
合
は
直
接
注
文
も

可
能
。

同
社
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
を
願
っ

て
カ
バ
ー
フ
ィ
ッ
ト
を
開
発
し
た
。
マ
ス
ク
の

使
用
量
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
過

剰
に
高
騰
し
て
い
る
使
い
捨
て
マ
ス
ク
の
購
入

コ
ス
ト
を
半
額
以
下
に
削
減
で
き
る
可
能
性
も

あ
る
。
幅
広
い
業
種
で
導
入
し
、
感
染
予
防
に

活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い
る
。

凸
版
メ
デ
ィ
ア
 　
マ
ス
ク
再
利
用
へ
、
当
て
布
を
開
発
販
売

カバーフィットの利用イメージ

は
24
日
、
緊
急
時
の
作
業
用
に
備
蓄

し
て
い
た
防
護
服
を
医
療
現
場
で
活

用
し
て
も
ら
う
た
め
、
神
奈
川
県
な

ら
び
に
横
浜
市
に
各
１
０
０
着
ず
つ

寄
贈
し
た
と
発
表
し
た
。

昨
今
の
医
療
現
場
で
防
護
関
連
備

品
の
調
達
が
限
界
に
迫
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
う
し
た
状
況
の
改
善
に

少
し
で
も
寄
与
で
き
れ
ば
と
い
う
思

い
か
ら
行
っ
た
も
の
。

寄
贈
し
た
の
は
、
「
タ
イ
ベ
ッ
ク

®
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
Ⅱ
型
防
護
服
」
。

高
い
バ
リ
ア
性
の
防
塵
防
滴
機
能
を

持
つ
、
つ
な
ぎ
タ
イ
プ
の
化
学
防
護

服
で
、
帯
電
防
止
加
工
が
施
さ
れ
て

い
る
。
JIST
8115：
2015タ
イ
プ

５
、
６
適
合
品
で
、
素
材
は
デ
ュ
ポ

ン
社
タ
イ
ベ
ッ
ク
Ⓡ
（
品
番
１
４
２

７
Ａ
）
高
密
度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
。

上
野
グ
ル
ー
プ
で
は
、
「
上
野
ト

ラ
ン
ス
テ
ッ
ク
を
は
じ
め
上
野
グ
ル

ー
プ
各
社
は
、
引
き
続
き
石
油
製
品

の
安
定
輸
送
を
通
じ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
し
て
い
る
。
　
　

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会

（
日
貨
協
連
、
吉
野
雅
山
会
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
会
員
協
組
に
向
け
配

布
を
行
っ
た
。
同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で

は
感
染
予
防
の
た
め
の
留
意
事
項

や
、
感
染
が
疑
わ
し
い
事
例
に
対
応

す
る
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ

ー
窓
口
や
、
厚
生
労
働
省
の
相
談
窓

口
を
掲
載
し
て
い
る
。

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会

（
日
貨
協
連
、
吉
野
雅
山
会
長
）

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
い
、
運
行
管
理
者
の
負
担
軽

減
に
つ
な
げ
る
た
め
、
運
行
管
理
業

務
を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
点
呼
機
の

普
及
に
向
け
、Ｈ
Ｐ
に
導
入
の
た
め
の

必
要
事
項
や
点
呼
時
の
イ
メ
ー
ジ
動

画
な
ど
を
公
開
。働
き
方
改
革
の
推
進

の
た
め
の
活
用
も
訴
え
て
い
る
。

日
貨
協
連
が
コ
ロ
ナ
対
策

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

日
貨
協
連
が
ロ
ボ
ッ
ト
点
呼

機
普
及
へ
情
報
を
Ｐ
Ｒ



ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
本

社
・
東
京
都
品
川
区
、
曽
根
和
光
社

長
）
は
21
日
、
採
用
サ
イ
ト
（
写

真
）
を
新
た
に
開
設
し
た
。

同
社
は
２
０
０
１
年
か
ら
新
卒
採

用
を
継
続
し
て
お
り
、
14
年
頃
か
ら

体
育
会
系
学
生
の
積
極
採
用
や
、
入

社
３
年
目
ま
で
の
若
手
社
員
が
運
営

す
る
会
社
説
明
会
の
実
施
、
17
年
か

ら
は
沖
縄
県
出
身
者
を
中
心
と
し
た

高
卒
採
用
を
開
始
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
、
毎
年
コ
ン
ス
タ
ン

ト
に
人
財
を
確
保
し
て
き
た
。

合
同
企
業
説
明
会
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、
会
社
説
明
会
な
ど
に
若
手

社
員
中
心
に
20
人
以
上
の
社
員
が
参

加
し
、
同
社
の
社
風
や
社
員
の
雰
囲

気
、
仕
事
内
容
な
ど
を
直
接
肌
で
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
に
注
力
。
顔
を
合

わ
せ
て
同
社
の
情
報
を
し
っ
か
り
と

伝
え
る
こ
と
を
重
視
し
て
き
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
会
社
説
明
会
を
中
断
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
。

そ
こ
で
今
回
、
直
接
会
わ
な
く
て

も
学
生
の
企
業
選
び
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
企
業
情
報
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
場
所
や
時
間
の
制
限

無
く
発
信
す
る
た
め
に
新
た
に
採
用

サ
イ
ト
の
立
ち
上
げ
に
至
っ
た
。

ヤ
マ
タ
ネ
（
本
社
・
東
京
都
江
東

区
、
山
﨑
元
裕
社
長
）
は
22
日
、
当

初
５
月
15
日
に
予
定
し
て
い
た
２
０

２
０
年
３
月
期
の
決
算
発
表
を
同
22

日
に
延
期
す
る
と
発
表
し
た
。
同
社

は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
に
向
け
た
在
宅
勤
務
の
拡

大
な
ど
の
影
響
で
、
決
算
実
務
作
業

に
通
常
よ
り
時
間
を
要
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
の
で
、
対
応
に
万
全
を

期
す
た
め
延
期
す
る
こ
と
と
し
た
」

と
し
て
い
る
。

京
極
運
輸
商
事
（
本
社
・
東
京
都

中
央
区
、
玉
川
寿
社
長
）
は
21
日
、

２
０
２
０
年
３
月
期
の
決
算
発
表
を

延
期
す
る
と
発
表
し
た
。
当
初
は
５

月
14
日
の
発
表
を
予
定
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
で
決
算
業
務
に
遅
れ
が
生
じ
た

た
め
、
５
月
21
日
に
延
期
す
る
。

自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｖ
Ａ
、
濵
隆
司
理
事
長
）
は
、
適
性

診
断
業
務
の
う
ち
「
任
意
診
断
」
に

つ
い
て
、
４
月
22
日
か
ら
５
月
31
日

ま
で
の
新
規
予
約
受
付
け
を
休
止
す

る
。
全
国
す
べ
て
の
支
所
が
対
象
。

す
で
に
予
約
が
あ
る
分
に
つ
い
て
は

実
施
す
る
。

な
お
、
「
義
務
診
断
」
に
つ
い
て

は
こ
れ
ま
で
通
り
実
施
を
継
続
す

る
。福

岡
市
港
湾
局
は
23
日
、
２
０
１

５
年
度
に
実
施
し
た
ア
イ
ラ
ン
ド
シ

テ
ィ
港
湾
関
連
用
地
の
分
譲
公
募
に

お
い
て
土
地
売
買
契
約
を
締
結
し
た

区
画
に
つ
い
て
分
譲
代
金
を
受
領

し
、
琉
球
海
運
（
本
社
・
沖
縄
県
那

覇
市
、
宮
城
茂
社
長
）
に
引
き
渡
し

た
。
分
譲
面
積
は
１
万
５
０
８
４
㎡

で
、
分
譲
価
格
は
16
億
９
１
３
２
万

６
円
。
倉
庫
用
地
等
に
使
用
す
る
。

倉
庫
業
企
業
年
金
基
金
（
大
竹
広

明
理
事
長
）
は
東
京
都
中
央
区
内
で

事
務
所
を
移
転
し
、
27
日
か
ら
新
事

務
所
で
業
務
を
開
始
し
た
。
新
住
所

は
、
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
小
伝
馬

町
２
番
８
号
新
小
伝
馬
町
ビ
ル
５

階
。
電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
は

変
更
し
な
い
。

カーゴニュース 2020年（令和２年）４月28日　第４８５８号（第３種郵便物認可）

−27−

ダ
イ
ワ
コ
ー
ポ
、
採
用

サ
イ
ト
を
新
た
に
開
設

ヤ
マ
タ
ネ
、
20
年
３
月
期

決
算
発
表
を
延
期

京
極
運
輸
商
事
が
20
年
３

月
期
決
算
発
表
を
延
期

倉
庫
業
企
業
年
金
基
金
が

事
務
所
を
移
転

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
、
適
性
診
断

「
任
意
」
の
新
規
受
付
休
止

福
岡
市
が
港
湾
用
地
を

琉
球
海
運
に
引
き
渡
し

在
宅
勤
務
支
援
！

在
宅
勤
務
支
援
！

期
間
限
定
で
本
紙
全
文
を
Ｗ
ｅ
ｂ
で
公
開
中

w
w
w
.c
a
r
g
o
-
n
e
w
s
.c
o
.jp



Ｚ
Ｍ
Ｐ
（
本
社
・
東
京
都
文
京

区
、
谷
口
恒
社
長
）
は
23
日
、
中
国

の
RoboSense社
が
開
発
し
た
超
広

角
・
超
至
近
距
離
計
測
３
Ｄ
-Ｌ
ｉ

Ｄ
Ａ
Ｒ
「
Ｒ
Ｓ
-Ｂ
ｐ
ｅ
ａ
ｒ
ｌ
」

の
販
売
を
開
始
し
た
と
発
表
し
た
。

Ｌ
ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
は
レ
ー
ザ
ー
光
を
走

査
し
な
が
ら
対
象
物
を
照
射
し
て
散

乱
や
反
射
光
を
観
測
し
、
対
象
物
ま

で
の
距
離
を
計
測
す
る
ほ
か
、
対
象

物
の
性
質
を
特
定
す
る
光
セ
ン
サ
ー

技
術
。
通
常
の
最
短
計
測
距
離
は
20

～
50
㎝
の
も
の
が
多
い
が
、
「
Ｒ
Ｓ

-Ｂ
ｐ
ｅ
ａ
ｒ
ｌ
」
は
５
㎝
未
満
の

た
め
、
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
や
車
両
近
く

に
あ
る
障
害
物
の
検
出
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

サ
イ
ズ
は
直
径
１
０
０
㎜
、
高
さ

１
１
１
㎜
の
コ
ン
パ
ク
ト
設
計
と

し
、
垂
直
視
野
角
90
度
、
水
平
視
覚

角
３
６
０
度
の
超
広
角
の
計
測
を
実

現
。
自
動
運
転
車
両
の
４
面
に
埋
め

込
む
こ
と
で
、
死
角
の
発
生
を
抑
え

る
ほ
か
、
宅
配
ロ
ボ
ッ
ト
へ
の
活
用

も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
価

格
は
49
万
８
０
０
０
円
（
税
抜
き
・

送
料
別
）
。
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Ｚ
Ｍ
Ｐ
、
超
広
角
計
測

３
Ｄ
-Ｌ
ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
を
販
売

４
月
30
日
号
、
５
月
５
日
号

は
大
型
連
休
の
た
め
、
休
刊
い

た
し
ま
す
。
次
号
の
発
行
は
５

月
７
日
号
と
な
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

カ
ー
ゴ
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

休
刊
の
お
知
ら
せ

最短計測距離５㎝を可能とする「RS-Bpearl」

鈴
与
（
４
月
20
日
）
▽
営
業
第
二

部
担
当
の
兼
務
を
解
く
、
取
締
役
副

社
長
社
長
補
佐
兼
海
外
事
業
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
室
担
当
兼
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

事
業
本
部
海
外
本
部
長
委
嘱
髙
橋
明

彦
▽
静
岡
第
二
支
店
担
当
を
兼
務
、

常
務
取
締
役
営
業
開
発
担
当
兼
食
品

関
連
物
流
担
当
兼
運
輸
事
業
部
・
食

品
物
流
事
業
部
・
甲
信
支
店
担
当
杉

山
克
幸
▽
営
業
第
二
部
担
当
を
兼

務
、
取
締
役
営
業
開
発
担
当
兼
自
動

車
関
連
物
流
担
当
兼
営
業
第
一
部
・

沼
津
支
店
・
豊
橋
支
店
担
当
平
野
広

幸
▽
副
社
長
付
特
命
事
項
担
当
（
社

長
特
命
事
項
［
先
端
技
術
開
発
担

当
］
・
鈴
与
総
合
研
究
所
物
流
研
究

所
担
当
兼
デ
ー
タ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

事
業
部
担
当
）
取
締
役
野
村
博
▽
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
事
業
本
部
海
外
本
部

副
本
部
長
を
兼
務
、
取
締
役
東
南
ア

ジ
ア
拠
点
担
当
兼
海
外
事
業
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
室
東
南
ア
ジ
ア
総
支
配
人
委

嘱
櫻
井
隆
志
▽
社
長
特
命
事
項
［
先

端
技
術
開
発
担
当
］
お
よ
び
鈴
与
総

合
研
究
所
物
流
研
究
所
担
当
お
よ
び

働
き
方
改
革
推
進
室
・
デ
ー
タ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
担
当
を
兼
務

（
静
岡
第
二
支
店
担
当
兼
働
き
方
改

革
推
進
室
長
委
嘱
）
取
締
役
安
全
・

品
質
・
生
産
性
向
上
／
標
準
化
／
デ

ジ
タ
ル
化
担
当
兼
品
質
管
理
室
・
静

岡
第
一
支
店
担
当
前
田
弘
賀

人
事
異
動

在
宅
勤
務
支
援
！

在
宅
勤
務
支
援
！

期
間
限
定
で
本
紙
全
文
を
Ｗ
ｅ
ｂ
で
公
開
中

w
w
w
.c
a
r
g
o
-
n
e
w
s
.c
o
.jp
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